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1

ごあいさつ

　いつもミガロ. 製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
　
　「ミガロ. テクニカルレポート」は、Delphi/400、Valence、SP4i などのミガロ. 製品を使った開発に関す
る技術情報をお届けする論文集で、このたび第 13 号を発刊する運びとなりました。

　さて、2020 年の年頭から発生した新型コロナウイルスは、本号を作成している 2020 年秋の時点でも企
業のビジネスや働き方に大きな影響を与え続けています。情報システム部門におかれては、急遽テレワー
ク環境の構築に取り組まれるなどご多忙を極めたお客様も多いと伺っております。このような状況のもと、
今回のテクニカルレポートでは、お客様にご負担をおかけすることのないよう論文募集（ミガロ. テクニカ
ルアワード）を取りやめ、ミガロ. SE 論文だけを掲載することにいたしました。ご理解とご了承を賜りま
すよう、お願い申し上げます。

　変化の激しい近年のビジネス環境は、新型コロナウイルスの影響でさらに劇的な変化を迫られています。
コロナ禍で既存のビジネスが厳しくなった代わりに、新規ビジネスに活路を見出された企業も多いのでは
ないでしょうか。弊社では、ビジネスの急激な変化に対応するためには企業活動を支える IBM i 基幹シス
テムも迅速に変化することが重要と考えており、超高速開発ツール Valence をはじめ、Delphi/400、SP4i
などの開発ツールがそのお役に立てることに何よりも誇りと喜びを感じています。

　今回の SE 論文は Delphi/400、SP4i、Valence のすべての製品をテーマとして含んでいます。Delphi/400
については、お客様からの関心が高いモバイル開発を 2 つの論文で取り上げました（Windows タブレット
と iOS モバイル）。また、Delphi/400 の新機能を紹介する論文は開発効率アップのヒントとしてご活用く
ださい。SP4i、Valence 論文は最新の製品情報を題材としました。SP4i は統合開発環境 Cobos と組み合わ
せることにより、すべての工程がオールインワンで開発可能となりました。Valence は新バージョンでセ
キュリティ向上、Web 版 5250 エミュレータとの融合、新規ウィジェット追加などの機能追加を行いました。
これらについて今回の論文で詳しくご紹介しています。本レポートが少しでも皆様の開発・保守のお役に
立てば幸いです。

　弊社ではお客様向けのシステム構築やテクニカルサポートへのお問い合わせを通じて、多くの技術的な
気づきやヒントをいただいております。今回テクニカルレポート第 13 号を発刊できたのは日頃のお客様か
らのご指導、ご鞭撻のたまものであり、この場をお借りしてあらためて厚く御礼申し上げます。

2020 年秋 株式会社ミガロ. 
 代表取締役社長
 上甲 將隆
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1. はじめに
　近年、軽量で持ち運びやすいことや
ペーパーレス化の観点から、PC の代わ
りにタブレット端末を使用して業務を行
うことが増えている。タブレット端末を
導入する際、PC と同様のソフトウェア
を利用できることや、PC と同じ操作感
で使えることから、Windows OS を搭
載したタブレットを選定する場合も少な
くないだろう。
　Windows タブレット向けアプリケー
ションの場合、VCL フレームワークを
使用することで、これまでの PC 向けの
開発と同様の方法でアプリケーションを
開発できる。
　しかしタブレットは PC に比べ、画面
のサイズが小さいことや、マウス操作で
はなくタッチ操作が主体となることなど
から、PC とは違った UI（ユーザーイン
ターフェースの略で、ユーザーが PC と
やり取りする際の入力や表示方法などの
仕組みのこと）や、UX（ユーザーエク
スペリエンスの略で、ユーザーがサービ

スを利用する際に体験したことや感じた
こと）を考慮する必要がある。
　そこで本稿では、Windows タブレッ
ト向け VCL アプリケーションの作成テ
クニックとして、2. で日付と時間の入力
方法について紹介する。次に 3. では、
複数端末でアプリケーションを使用する
場合に、1 つの画面設計から各端末サイ
ズを基準に、項目の位置・サイズ自動調
整する方法について紹介する。

2.  UI／UXデザインを 
考慮した入力機能

2-1. アプリケーションの画面設計の違い
　ここでは、タブレット向けアプリケー
ションを作成する際の入力方法について
紹介する。
　まず本題に入る前に、PC 向けアプリ
ケーションとタブレット向けアプリケー
ションの画面設計の違いについて説明す
る。
　PC ではマウス操作が主体となるのに
対し、タブレットではタッチペンや指で

のタッチ操作が主体となる。タッチ操作
の場合、マウス操作とは異なり、狙った
ポイントとはずれた位置をタッチしてし
まうことがある。
　そのため入力項目やボタンのサイズ、
フォントサイズは、PC 向けアプリケー
ションに比べて大きく設計する必要があ
る。さらにタッチミスを考慮し、項目間
の余白を広めにとることも必要である。

【図 1】
　またタブレットは片手で操作する可能
性が高いことから、キーボードでの入力
をできるだけ少なくし、コンボボックス
やチェックボックスなど直感的に入力で
きるよう工夫する必要がある。
　今回は項目の入力方法について注目
し、その中でも日付や時間を入力する方
法について説明していく。日付や時間を
ソフトウェアキーボードで入力するに
は、ソフトウェアキーボードを起動した
り、手入力で 1 文字ずつ入力する必要が
あり、入力に時間がかかる。
　そこでカレンダーや時計を使用して、
直感的かつ簡単に日付や時間を入力する

Delphi/400 都地 奈津美
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム1課

1. はじめに
2. UI ／ UX デザインを考慮した入力機能
2-1. アプリケーションの画面設計の違い
2-2. 日付のカレンダー入力
2-3. 時間の時計入力
2-4. 動作比較
3. 画面サイズに合わせた項目の自動調整
3-1. 複数端末でのアプリケーション使用時の課題
3-2. 項目の位置・サイズの自動調整
4. さいごに

［Delphi/400］

Windowsタブレット向けVCL
アプリケーション作成テクニック

略歴
1989 年 8 月 19 日生まれ
2012 年 3 月 関西学院大学 理工学部卒業
2012 年 4 月 株式会社ミガロ. 入社
2012 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
主に Delphi/400 を使用したシステム受託
開発とシステム保守を担当している。開発
スキルの向上を目指し、日々精進している。
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図3　コンポーネントの配置

図2　日付のカレンダー入力

図1　PCとタブレットの画面設計の違い
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別に新規フォームを作成し実装していく。

（1）コンポーネントの配置
　時計表示用の TListBox（時間用、分
用の 2 種類）、時間選択用、選択値クリ
ア用の TButton を配置する【図 7】。時
計表示用のコンポーネントとして、ド
ロ ッ プ ダ ウ ン で 時 間 を 選 択 で き る
TTimePicker でも代用が可能である。
　今回、TListBox を使用する理由とし
ては、TTimePicker では 0:00 〜 23:59
の み が 入 力 可 能 で あ る の に 対 し、
TListBox は選択内容をソース内で設定
するため、作業時間の入力など 24:00 以
降の入力も可能となることが挙げられ
る。

（2）処理の実装
①時計画面の onShow イベントの実装
　メイン画面の時間入力 Edit 用のプロ
パティを宣言し【ソース 7】、フォーム
の onCreate イベントを【ソース 8】の
ように実装する。メイン画面より時間入
力 Edit をプロパティとして受け取り、
時計画面の onShow イベントで時間入
力 Edit の値を時計にセット、時間入力
Edit がブランクの場合はシステム時間
をセットする。
　これにより、システム時間もしくは時
間入力 Edit の値が時計にセットされた
状態で時計画面が表示される。

② 時計画面の選択ボタン onClick イベ
ントの実装

　選択ボタンをクリック時に、時計で選
択されている時間をプロパティの時間入
力 Edit にセットする。選択時間をセッ
ト後、時計画面を終了する。【ソース 9】

③ 時計画面のクリアボタン onClick イ
ベントの実装

　クリアボタンをクリック時に、メイン
画面の時間入力 Edit の時間をクリアす
るため、プロパティの時間入力 Edit に
ブランクをセットする。【ソース 10】

④ メイン画面の時間 Edit の onEnter イ
ベント

　メイン画面の時間入力 Edit にフォー
カスがセットされたタイミングで、時計
画面を表示するために、onEnter イベン
トにて時計画面の生成・表示処理を行う。

る。
② カレンダー画面の選択ボタン onClick

イベントの実装　
　選択ボタンをクリック時に、カレン
ダーで選択されている日付をプロパティ
の日付入力 Edit にセットする。選択日
付をセット後、カレンダー画面を終了す
る。【ソース 3】

③ カ レ ン ダ ー 画 面 の カ レ ン ダ ー
onDblClick イベントの実装

　カレンダーをダブルクリック時に、選
択ボタンクリック時の処理を呼び出す。

【ソース 4】

④ カ レ ン ダ ー 画 面 の ク リ ア ボ タ ン
onClick イベントの実装　　

　クリアボタンをクリック時に、メイン
画面の日付入力 Edit の日付をクリアす
るため、プロパティの日付入力 Edit に
ブランクをセットする。【ソース 5】

⑤ メイン画面の日付 Edit の onEnter イ
ベント　　

　メイン画面の日付入力 Edit にフォー
カスがセットされたタイミングで、カレ
ンダー画面を表示するため、onEnter イ
ベントにてカレンダー画面の生成・表示
処理を行う。その際、プロパティの受け
渡しと、カレンダー画面の表示位置を調
整する。【ソース 6】

　以上で、カレンダーを使用した日付入
力の実装は完了である。

2-3. 時間の時計入力　
　時間入力が必要な項目に対し、時計を
使用した入力方法の実装手順について説
明する【図 5】。まずは、メインの入力
画面について実装していく。

（1）コンポーネントの配置
　2-2 にて作成したサンプルプログラム
に対し、時間入力を行うための TEdit、
並びにTLabelを画面に配置する。【図6】

（2）プロパティの設定
　日付入力用の TEdit と同様、時間入
力用の TEdit の ReadOnly プロパティ
に True を設定する。

　次に時計画面について、メイン画面とは

方法について紹介する。カスタムソフト
ウェアキーボードを使用した文字入力
や、テンキーを使用した数値入力につい
ては、2015 年発行のミガロ . テクニカル
レポート 2015 にある『Windows タブ
レット用にカスタムソフトウェアキー
ボードを実装』に紹介されているので、
こちらを参考にしていただきたい。
　なお本章で作成しているプログラム
は、Delphi/400 10.2Tokyo を使用して
いる。

2-2. 日付のカレンダー入力
　日付入力が必要な項目に対し、カレン
ダーを使用した入力方法の実装手順につ
いて説明する【図 2】。まずは、メイン
の入力画面について実装していく。

（1）コンポーネントの配置
　日付入力を行うための TEdit、並びに
TLabel を画面に配置する。【図 3】

（2）プロパティの設定
　日付入力用の TEdit は、キーボード
での入力を禁止し、カレンダーでの入力
のみを許可するため、ReadOnly プロパ
ティに True を設定する。

　次にカレンダー画面について、メイン
画面とは別に新規フォームを作成し実装
していく。

（1）コンポーネントの配置
　カレンダー表示用の TCalendarView、
日付選択用、選択値クリア用の TButton
を配置する。【図 4】
 

（2）処理の実装
① カレンダー画面の onShow イベント

の実装
　メイン画面の日付入力 Edit 用のプロ
パティを宣言し【ソース 1】、フォーム
の onCreate イベントを【ソース 2】の
ように実装する。メイン画面より日付入
力 Edit をプロパティとして受け取り、
カレンダー画面の onShow イベントで
日付入力 Edit の値をカレンダーにセッ
ト、日付入力 Edit がブランクの場合は
システム日付をセットする。
　これによりシステム日付、もしくは日
付入力 Edit の値がカレンダーにセット
された状態でカレンダー画面が表示され
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ソース3

ソース2

ソース1

図4　コンポーネントの配置
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フォームのフォントサイズを自動調整す
る際に、各コンポーネントのサイズが
フォントサイズに合わせて自動で変更さ
れてしまう。
　今回はメイン端末をタブレット端末と
想定しているため、2-1 に記載した項目
のサイズ、フォントサイズを大きく設計
し、項目間の余白を広めにとっている。

（3）処理の実装
①画面の onCreate イベントの実装
　画面起動時に、画面項目のサイズ・位
置を調整する【ソース 12】。サイズ・位
置調整については、private 宣言部に
function GetScale（AForm: TForm）: 
Currency、procedure MagnificationFrm

（AForm: TForm; AScale: Currency）
を追加し、追加した独自の関数・手続き
内でサイズ・位置を調整する。処理内容
の詳細は、以下の②〜④に記載する。

②サイズ調整に必要な倍率の算出
　まず端末の画面サイズと、アプリケー
ションの画面サイズをもとに、サイズ調
整に使用する倍率を算出する。倍率につ
いては、端末の画面の高さを基準に算出
し、算出した倍率で調整したアプリケー
ション画面の幅が端末の画面の幅を超え
る場合、再度端末の画面の幅を基準に倍
率を算出する。【ソース 13】

③ 画面サイズに合わせた項目サイズ・位
置の調整

　次に、②で算出した倍率をもとに、画
面サイズ、フォームのフォントサイズを
調整する【ソース 14】。コンポーネント
ごとのサイズ、位置調整については、次
の④に記載する。

④コンポーネントのサイズ・位置の調整
　次にフォームの ComponentCount を
取得し、フォーム上に配置されているす
べてのコンポーネントに対してサイズ・
位置を調整する。【ソース 15】

④ -1.  TEdit、TComboBox、TButton、
TLabel の場合

　②で算出した倍率をもとにフォントサ
イズ、項目のサイズ、項目の位置を調整
する【ソース 16】。サンプルソースでは
TEdit の場合のみを記載しているが、
TComboBox、TButton、TLabel に つ

動調整することで、使用する機種ごとに
画面を設計する必要がなくなる。

3-2. 項目の位置・サイズの自動調整
　項目の位置・サイズを自動調整するプ
ログラムを作成していく。今回のサンプ
ルプログラムでは、メインで使用する端
末を画面解像度 1800 × 1200 のタブレッ
ト端末で縦向き使用とし、タブレット端
末以外に画面解像度 2560 × 1440 の PC
を使用すると想定する。

（1）画面サイズの設定
　画面設計については、メインで使用す
るタブレット端末の画面を基準に設計し
ていく。そのため、タブレット端末の画
面 解 像 度 に 合 わ せ て 画 面 サ イ ズ を
Height プロパティ＝ 1800、Width プロ
パティ＝ 1200 とする。
　フォームの BorderStyle プロパティ
が bsSizeable（デフォルト値）の場合、
画面サイズが一定サイズ以上大きく、も
しくは小さくできないため、bsSizeable
以外に設定する必要がある。今回は
bsSingle に設定する。【図 14】
　今回はメイン端末をタブレット端末と
想定しているため、タブレット端末を基
準として画面サイズを設定したが、PC
がメイン端末の場合、PC を基準に画面
サイズを設定する。
　開発環境により、1800 × 1200 では画
面サイズが大きく画面設計しにくい場
合、縦横比が画面解像度と同様（今回の
場合は 3：2）となるように調整する。
　後続の処理にて画面サイズを調整する
ため、画面解像度と同サイズでなくても
縦横比が崩れてさえいなければサイズ調
整しても問題ない。今回のサンプルプロ
グラムでは、900 × 600 にサイズ調整し
ている。

（2）コンポーネントの配置
　今回のサンプルプログラムでは、商品
検索の画面を想定してコンポーネントを
配置する。画面上部に TPanel、TPanel
上 に 検 索 条 件 用 の TComboBox、
TEdit、検索ボタン用の TButton 並び
に TLabel、画面下部に検索結果表示用
の TStringGrid を配置する。【図 15】
　各コンポーネントは、ParentFont プ
ロ パ テ ィ を False に 設 定 し て お く。
ParentFont プロパティが True の場合、

その際、プロパティの受け渡しと、時計
画面の表示位置を調整する。【ソース 11】

　以上で、時計を使用した時間入力の実
装は完了である。

2-4. 動作比較
　日付、時間の入力について、本章のサ
ンプルプログラムで入力した場合と、ソ
フトウェアキーボードより入力した場合
を比較して確認してみる。
　ソフトウェアキーボードから入力した
場合、日付または時間を 1 文字ずつ入力、
もしくはクリアする必要がある。また、
日付や時間でない値を誤入力する可能性
もある。【図 8 〜 9】
　それに対しサンプルプログラムのカレ
ンダー、時計より入力する場合、入力値
を選択するため誤入力もなく、簡単に入
力・クリアしていると確認できる。【図
10 〜 12】
　またカレンダー、時計での入力のほう
が、ソフトウェアキーボードでの入力よ
りも入力完了までのステップを少なく済
ませられる。

3.  画面サイズに合わせ
た項目の自動調整

3-1.  複数端末でのアプリケーション使
用時の課題

　Windows タブレット向け VCL アプ
リ ケ ー シ ョ ン を 作 成 す る 場 合、
Windows OS であれば特定機種のタブ
レット端末だけではなく、複数機種のタ
ブレット端末や PC でもアプリケーショ
ンを使用できる。
　ただし複数機種で 1 つのアプリケー
ションを使用する場合、画面サイズの違
いから項目の位置やサイズが課題となる
だろう。それぞれの画面サイズにそれほ
ど差がない場合は問題ないが、そうでな
い場合は使用する端末に合わせてそれぞ
れの画面を設計する必要がある。また使
用する機種が増えた場合、その画面に合
わせて新たに画面を設計せねばならな
い。【図 13】
　そこで 1 つのアプリケーションを複数
機種で使用する場合、それぞれの機種の
画面サイズに合わせて項目の位置やサイ
ズ等を自動調整する方法について紹介す
る。画面サイズに合わせてサイズ等を自
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図5　時間の時計入力

ソース5

ソース6

ソース4
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されており、その場合アプリケーションの一
部が PC 画面内に表示されない。【図 16】
　またタブレット端末で実行時、画面解
像度の 1/2 のサイズで設計したため、タ
ブレット画面に対して小さく表示され
る。【図 17】
　それに対してサンプルプログラムの項
目の場合、端末の画面サイズに対してア
プリケーションのサイズ、各項目のサイ
ズ、位置、フォントサイズを自動調整で
きていることが確認できる。
　また PC の場合、自動調整前は表示ス
ケールごとにアプリケーションのサイズ
が異なっていたが、自動調整により表示
スケールに依存せず自動調整できてい
る。【図 18 〜 19】

4. さいごに
　本稿では、Windows タブレット向け
VCL アプリケーションを作成する際の
作成テクニックについて紹介してきた。
　PC の代わりにタブレット端末をビジ
ネスで活用する場面が増えたことで、
Windows タブレット向けアプリケー
ションを開発する局面も増えているだろ
う。VCL フレームワークを選択するこ
とで、これまでと同様の手法での開発が
可能となる反面、本稿で取り上げたよう
な PC とは操作方法が異なる点や、PC
とタブレット端末双方の使用を考慮する
ことなど、UI ／ UX を考慮して、いか
にユーザーが見やすく、使いやすいアプ
リケーションを作成するかが重要にな
る。
　Windows タブレット向け VCL アプ
リケーションを作成時に、本稿で紹介し
た開発テクニックを役立てていただけれ
ば幸いである。
 M

いても同様に設定する。

④ -2. TPanel の場合
　④ -1 と同様、フォントサイズ、項目
のサイズ、位置を調整する。TPanel の
場 合、Align プ ロ パ テ ィ ＝ alTop、
alBottom、alClient の際、項目幅は画
面幅と同値になるため、Width プロパ
ティの設定は不要である。
　同様に、Align プロパティ＝ alRight、
alLeft、alClient の場合、項目の高さは
画面の高さと同値になるため、Height
プロパティの設定は不要である。
　さらに、Align プロパティ＝ alNone、
alCustom 以外の場合、項目の位置は画
面の空き領域の左端・上端になるため、
Left プロパティ、Top プロパティの設
定は不要である。【ソース 17】

④ -3. TStringGrid の場合
　④ -1 と同様、フォントサイズ、項目
の サ イ ズ、 位 置 を 調 整 す る。
TStringGrid の場合、項目のサイズ調整
のみでなく、明細の行列情報のサイズ調
整も必要である。
　 設 定 が 必 要 な プ ロ パ テ ィ は
DefaultColWidth プロパティ、Default 
RowHeight プロパティ、ColWidths プ
ロパティ、RowHeights プロパティであ
り、基本的にはフォントサイズ等と同様
に調整する。
　ただし、ここで 1 つ注意点がある。
ColWidths プロパティと RowHeights
プロパティは、DefaultColWidth プロ
パティとDefaultRowHeightプロパティ
の変更値に合わせて自動設定される。そ
のため、いったん値を内部保持したあと、
再セットし直す必要がある。【ソース 18】

　以上で、項目の位置・サイズの自動調
整の実装は完了である。
　上記プログラムを実行した場合と、自
動調整を行わずにそのままの状態で表示
した場合とを比較して確認してみよう。
　自動調整を行わないアプリケーション
をPCで実行時、表示スケール（Windows 
10 のディスプレイの設定における拡大
縮小の設定）100％の場合、アプリケー
ションが PC 画面内に収まって表示され
る。
　しかし今回の PC の解像度では、表示
スケール 200％がデフォルト設定（推奨）
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ソース7

図7　コンポーネントの配置

図6　コンポーネントの配置
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ソース10

ソース9

ソース8
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図8　ソフトウェアキーボードを使用した日付入力

ソース11
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図10　カレンダー画面を使用した日付入力①

図9　ソフトウェアキーボードを使用した時間入力
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図11　カレンダー画面を使用した日付入力②
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図13　アプリケーションを複数で使用する場合の画面設計

図12　時計画面を使用した時間入力
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図15　コンポーネントの配置

ソース12

図14　画面サイズの設定
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ソース14

ソース13
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ソース16

ソース15

004_023_migaro_Report_都地_再.indd   19 2020/11/24   14:39



20

ソース17
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ソース18
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図17　項目の自動調整を行わない場合（タブレット）

図16　項目の自動調整を行わない場合（PC）
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図19　項目の自動調整を行った場合（タブレット）

図18　項目の自動調整を行った場合（PC）
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する。【図 1】
 なお、本稿で使用する Delphi/400 の
バージョンは 10.2Tokyo、端末は iPad

（iOS13.4.1）である。

2. 照会機能の実装
　今回、開発フレームワークとして
FireMonkey を使用し、DataSnap によ
る 3 層構造でアプリケーションを作成す
る。3 層構造アプリケーションについて
は、2012 年発行のミガロ . テクニカルレ
ポートにある『DataSnap を使用した 3
層アプリケーション構築技法』、また
iOS での基本的な開発手法については
2014 年発行の『iOS/Android ネイティ
ブアプリケーション入門』で詳しく説明
しているので、それぞれ参考にしていた
だきたい。
　照会機能については、上記レポートを
参考に作成可能なので、本稿では詳細な
説明は割愛する。今回は【ソース 1】の
DDS より作成された「商品マスタ（ファ
イル名：MSSYHF）」を使用する。

1. はじめに
　近年、テレワークの導入や外出先で仕
事をするといったように、場所にとらわ
れない働き方が増えている。これに伴っ
て従来の PC 端末だけではなく、持ち運
びに便利なタブレット端末を業務で使用
する機会も増えている。
　今はタブレット端末でも、社内のネッ
トワークに接続すればファイルサーバー
上のファイルを参照可能である。しかし
タブレット端末を業務で使用する際に、

「もっと効率よくファイルサーバー上の
PDF ファイルや Excel ファイルなどを
確認したい」と感じたことはないであろ
うか。
　そこで本稿では、Delphi/400 10.2Tokyo
を用いて、タブレット端末によるファイ
ル閲覧機能の作成方法を紹介する。
　本稿の実装例では、ファイルサーバー
に配置されているファイルがコード単位
で管理されているケースを想定し、一覧
照会画面から画面タップのみで、そのま
まファイル内容を閲覧できる機能を作成

2-1. DataSnap サーバープログラム
　今回、サーバープログラムはサービス
アプリケーションとして新規に作成す
る。新規作成のウィザードに沿って作成
すると、以下の 2 つのユニットをもつプ
ロジェクトが生成される。

（1） ServerControllerUnit1.pas
（2） ServerMethodsUnit1.pas

　サーバープログラムをサービスアプリ
ケーションとして登録する場合は、
Windows のタスクマネージャーにより
サーバーの開始・停止をコントロールす
るので、ServerControllerUnit1 の Name
および DisplayName をタスクマネー
ジャー上で確認しやすい名前に変更する
ことを推奨する。【図 2】
　 次 に、ServerMethodsUnit1 に は
IBM i と接続するためのデータベース関
連のコンポーネントを配置する。本稿で
は FireDAC 接続を使用して IBM i と
接続するため、TFDPhysCO400Driver 
Link、TFDTable、TDataSetProvider

Delphi/400 前坂 誠二
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム2課

1. はじめに
2. 照会機能の実装
3. ファイル一覧機能の実装
4. ファイル閲覧機能の実装
5. 他アプリへのファイル保存機能の実装
6. さいごに

［Delphi/400］

iOSモバイルアプリケーションによる
ファイル閲覧機能作成

略歴
1989 年 3 月 21 日生まれ
2011 年 3 月 関西大学 文学部卒業
2011 年 4 月 株式会社ミガロ. 入社
2011 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 を利用したシステム開
発 や 保 守 作 業 を 担 当。Delphi、
Delphi/400 の開発経験を積みなが
ら、日々スキルを磨いている。
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図2　サービスの名前指定

ソース1

図1　本稿での作成画面
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　また、今回のようにファイルサーバー
接続時にサーバーへのアクセス権限が必
要であれば、サーバー起動の際に併せて
権限を付与する必要がある。
　これにはまず、タスクマネージャーの
サービスタブ下部にある「サービス管理
ツールを開く」を選択する。サービス管
理対象の一覧が表示されるので、自身が
作成したサービスを選択し、右クリック
からプロパティを選択する【図 13】。す
ると、プロパティのダイアログ画面が表
示されるので、ログオンタブを指定する。
　設定値を「ローカルシステムアカウン
ト」から「アカウント」に変更し、ファ
イルサーバーにアクセス可能なアカウン
ト情報を設定して OK を押下すれば、
権限の付与は完了である【図 14】。あと
は再度右クリックから「開始」を選択す
ると、サービスが開始される。

3-2. DataSnap クライアントプログラム
 次に、DataSnap クライアントプログ
ラムを拡張する。画面レイアウトの修正
でまず行うのは、以下の 2 点である。
　1 点目は DataSnap サーバープログラ
ムで取得したファイル一覧を表示するた
めの TListView の追加、2 点目はファ
イル一覧から照会画面に戻るための
TButton の追加である。
　1 点目の TListView の追加は、前述
したように tbcMain より「TTabItem
の追加」を行ったあと、TListView を
貼り付ける。2 点目のボタン追加は、
tbHeader 上に TButton を貼り付ける
のみである。
　画面レイアウトの修正が完了すると、
次は DataSnap サーバープログラムとの
連携用のコンポーネントを貼り付ける。
TClientDataSet、TSqlServerMethod
を貼り付け、プロパティを設定する。【図
15】
　ここでのコンポーネントの貼り付けは
以上であり、次はソースを修正する。今
回は商品一覧照会画面でレコードをタッ
プした際、紐づく商品コードのファイル
一覧を表示する。ソースの修正では、以
下の 2 点の処理を追加する。
　1 点目は、商品のリストを選択した際
のイベントを作成し、ファイル一覧デー
タを取得して画面に表示する処理を追加
する（追加処理 1）。2 点目は、前画面に
戻るボタンを押下した際の処理を追加す

ムを拡張してアプリケーションを作成す
るが、DataSnap サーバープログラムと
DataSnap クライアントプログラムの両
方を拡張する必要がある。そのため、ま
ずは両方をひとまとめにしたプロジェク
トグループを作成することを推奨する。

【図 10】
　プロジェクトグループを作成しておく
ことで、「プロジェクトを閉じる→プロ
ジェクトを開く」を繰り返し行う手間が
省け、メンテナンス効率を向上させられ
る。
 
3-1. DataSnap サーバープログラム
　まず、DataSnap サーバープログラム
の 拡 張 を 行 う。ServerMethodsUnit1
に TClientDataSet、TDataSetProvider
を貼り付け、プロパティを設定する。ま
た配置した cdsFileList には、画面表示
用項目としてファイル名（FLNAME）、
ファイルサイズ（FLSIZE）を追加し、
内部保持用項目としてファイルパス

（FLPATH）、フォルダ区分（FLDRKB）
の合計 4 つの項目を追加する。【図 11】
　なお項目の追加は、フィールドエディ
タより右クリックで「フィールドの新規
追加」にて追加する。
　 次 に ソ ー ス を 修 正 す る。Server 
MethodsUnit1 の public 宣 言 部 に
procedure GetFileList（ADIR: String）
を 追 加 し、 ロ ジ ッ ク を 記 述 す る。
GetFileList の手続きでは、引数でフォ
ルダパスを受け取り、受け取ったパスで
フォルダ内を参照する。
　フォルダ参照時、ファイル名、ファイ
ル サ イ ズ、 フ ァ イ ル の フ ル パ ス を
cdsFileList に Append する。今回はロ
ジックで指定した拡張子のみを一覧表示
の 対 象 と し、Word（.docx、.doc）、
Excel（.xlsx、.xls）、PDF（.pdf）、 画
像（.jpg、.jpeg、.png）のファイルを拡
張子に指定する。
　なお、参照対象がファイルでなくフォ
ルダであった場合は、FLDRKB に 1 を
セットする【ソース 3】。ロジックの修
正が完了すれば、コンパイルを実施し、
再度サーバープログラムを配置し直す必
要がある。サーバープログラムのサービ
ス実行中に再配置しようとするとエラー
になるので、再配置の際は一度タスクマ
ネージャーよりサービスを停止する必要
がある。【図 12】

を貼り付け、プロパティを設定する。【図3】
　一通りの設定が終わったら、サービス
プログラムをコマンドプロンプトにてイ
ンストールし、タスクマネージャーから
サービスの「開始」を実行する。【図 4】

2-2. DataSnap クライアントプログラム
　クライアントプログラムは iOS 用の
アプリケーションを作成するため、
FireMonkey のフレームワークを使って
作成する。
　[ ファイル | 新規作成 | マルチデバイス
アプリケーション ] を選択し、新規作成
を行うと Form1 が生成される。画面デ
ザインのスタイルは iOS に設定してお
き、併せてプロジェクトマネージャの
ターゲットプラットフォームも iOS デ
バイスに設定しておく。【図 5】
　まずは、取得したマスタデータを表示
するための画面レイアウト部分から作成
す る。TToolBar、TTabControl の コ
ンポーネントを貼り付け、TTabControl
は右クリックで「TTabItem の追加」
を選択する。すると、TabItem1 が追加
されるので、追加した TabItem1 上に
TListView を配置するようレイアウト
する。【図 6】
　次に、先ほど作成した DataSnap サー
バーアプリケーションとの接続処理部分
を作成する。
　TSQLConnection、TDSProvider 
Connection、TClientDataSet の コ ン
ポーネントを貼り付け、各プロパティの
設定を行う。【図 7】
　あとは、画面表示時に connServer の
Connected を True にしたあと、cdsSHD 
ataClient を Open し、lvSHData に マ
スタの取得値を追加していけば、照会画
面の完成である。【ソース 2】【図 8】

3.  ファイル一覧機能の
実装

　ここでは、ファイルサーバーを参照し
てファイルの一覧を取得する。今回、ファ
イ ル サ ー バ ー に は、「¥¥osknas02¥ 
users¥osk 前坂 ¥TecReport¥」に商品
マスタの商品コード単位でフォルダが配
置され、各フォルダ内にはその商品に関
連する PDF ファイルや Excel ファイル
等が配置されているものとする。【図 9】
　実装例では、前項で作成したプログラ
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図5　iOSデバイスの指定

図4　サービスの開始

図3　コンポーネント設定値
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は前の項で実施したのと同様に、プログ
ラムを再配置する。

4-2. DataSnap クライアントプログラム
　次に、DataSnap クライアントプログ
ラムを拡張する。画面レイアウトの修正
でまず行うのは、以下の 2 点である。
　1 点目は DataSnap サーバープログラ
ムで取得したファイル内容を表示するた
めの TWebBrowser の追加、2 点目は
ファイル一覧からフォルダを選択した際
の、1 つ前のフォルダに戻るための
TButton の追加である。
　1 点目の TWebBrowser の追加には、
まず前述したのと同様に TTabItem を
追加し、TWebBrowser を貼り付ける。
また 2 点目のボタン追加についても、前
述 し た の と 同 様 に tbHeader 上 に
TButton を貼り付ける。
　画面レイアウトの修正が完了すると、
次は DataSnap サーバープログラムで作
成したファイルデータの取得処理を実行
するためのコンポーネントを貼り付け
る。こちらも前述したのと同様に、
TClientDataSet と TSqlServerMethod
を貼り付け、プロパティを設定する。【図
19】
　コンポーネントの貼り付けは以上であ
り、次はソースを修正する。ここでは、
ファイル一覧画面でレコードをタップし
た際に紐づくファイルの内容を表示す
る。ソースの修正では次の 3 点の処理を
追加する。
　1 点目は、ファイル一覧を選択した際
のイベントを作成し、ファイルデータを
wbFileData に表示するソースを記述す
る（追加処理 1）。2 点目は、1 つ上のフォ
ルダに戻るボタンを押下した際の処理を
追加する（追加処理 2）。そして 3 点目は、
画面破棄時に tmp フォルダ以下に作成
したファイルを削除する処理を追加する

（追加処理 3）。
　追加処理 1 はファイルデータの取得と
表 示 部 分 を ま と め て、 手 続 き
GetFileDataDisp にて記述する。
　まずは、uses 節に System.IOUtils を
追 加 し、private 宣 言 部 に て 変 数
FTmpDir、FRootDir、FDirPathCnt、
FBefoDir と procedure GetFileData 
Disp を追加する。【ソース 9】
　次に画面生成時に、FTmpDir の値
セット処理、FBefoDir 変数の Create

イベントにて ActiveTab を tbiSHData
に変更し、btnBack の Visible を False
にする処理を記述する。また、画面起動
時 も ボ タ ン の 表 示 は 不 要 な の で、
Visible を False にしておく【ソース 7】。
以上で、ファイル一覧機能の実装は完了
である。【図 16】

4.  ファイル閲覧機能の
実装

　ここでは、前の項で作成したファイル
一覧より、選択ファイルの内容を表示す
る機能を実装する。ファイルの内容を表
示する仕組みとしては、サーバープログ
ラムにて取得したファイルデータをアプ
リ内の DataContainer の tmp フォルダ
に 保 存 し、 保 存 し た 内 容 を TWeb 
Browser コンポーネントで表示する仕
組みである。【図 17】
　実装例では、前の項で作成したプログ
ラムを拡張してアプリケーションを作成
する。

4-1. DataSnap サーバープログラム
　まずは、DataSnap サーバープログラ
ムを拡張する。
　ファイル一覧機能作成時と同様に、
ServerMethodsUnit1にTClientDataSet 
と TDataSetProvider を 貼 り 付 け、 
プ ロ パ テ ィ を 設 定 す る。 配 置 し た
cdsFileData には、内部保持用項目とし
て、ファイルデータ（FLDATA）を追
加する。FLDATA にはバイナリーデー
タとしてファイル内容を保持するため、
TBlobFieldとして項目を作成しておく。

【図 18】
　 次 に ソ ー ス を 修 正 す る。Server 
MethodsUnit1 の public 宣 言 部 に
procedure GetFileData（AFilePath: 
String）を追加し、ロジックを記述する。
GetFileData の手続きでは、引数で表示
対象ファイルのフルパスを受け取り、配
置したcdsFileDataのFLDATAにファ
イルデータを保持する処理を記述する。
　ファイルデータを保持と聞くと、一見
複雑な処理記述をイメージするかもしれ
な い が、Delphi/400 で は、作 成 し た
TBlobField に 対 し て LoadFromFile

（ファイルパス）を呼び出すだけで簡単
にファイルデータを保持できる【ソース
8】。ロジックの修正が完了すれば、あと

る（追加処理 2）。
　追加処理 1 は、ファイル一覧データの
取得と表示部分をまとめて、手続き
GetFileListData にて記述する。
　まずは Form1 の private 宣言部 
に、 変 数 FCurrDir と procedure  
GetFileListDataを追加する。【ソース4】
　変数 FCurrDir では参照対象のフォル
ダパスを保持し、GetFileListData の手
続きで svmGetFileList のパラメータと
して渡す。その後、svmGetFileList の
ExecuteMethod を 呼 び 出 す と、
DataSnap サ ー バ ー プ ロ グ ラ ム の
GetFileList（【ソース 3】）が実行される。
あ と は cdsFileListClient を Open し、
lvFileList に 取 得 し た フ ァ イ ル 名

（FLNAME）、ファイルサイズ（FLSIZE）
を追加すると、GetFileListData の処理
は完成である。
　なお lvFileList に値をセットする際、
取得内容がフォルダ（FLDRKB が 1）
であった場合はファイルサイズが 0 とな
るため、フォルダ名のみを表示させてい
る。【ソース 5】
　 次 に、lvSHData の OnItemClickEx
イベントにて処理を記述する。OnItem 
ClickEx イベントでは、FCurrDir に参
照フォルダパスの値をセットし、先ほど
記述した GetFileListData の処理を呼び
出す。
　本サンプルでの参照フォルダは、「¥¥ 
osknas02¥users¥osk前坂¥TecReport 
¥」に商品コードを付与したパスである
ため、まずは現在の選択行の商品コード
を取得する処理を記述する。
　商品コードはcdsSHDataのSYSHCD
で保持しており、RecNo のレコード位
置を画面の選択行と同期をとることで、
選択行の商品コードが取得可能である。
OnItemClickEx イベントの引数である
ItemIndex には選択行の番号を保持し
ているが、0 始まりであるため＋ 1 の値
を RecNo にセットする。
　RecNo の 変 更 後、 商 品 コ ー ド

（SYSHCD）を付与した参照フォルダパ
ス を FCurrDir に セ ッ ト し、GetFile 
ListData の処理を呼び出す。
　あとは、ファイル一覧を表示するため
に ActiveTab を tbiFileList に変更する
処理を追加すれば、追加処理 1 は完成で
ある。【ソース 6】
　追加処理 2 は、btnBack の OnClick
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図7　コンポーネント設定値

図6　TTabltemの追加
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ファイルに対し、端末にインストールさ
れている iBook など他アプリへの保存
機能を追加する。
　まずは、画面の上部にファイル保存の
TButton を追加する。ここでのソース
修正については、DataSnap クライアン
トプログラムのみ行う。ファイル保存で
は IOSapi の UIDocumentInteraction 
Controller の機能を利用し、ダイアログ
を表示して行うが、その際にファイルの
フルパスとダイアログの表示位置を指定
する必要がある。
　そのため、まずは private 宣言部に
FFullFileName と FPoint の変数を追
加する。FFullFileName は、ファイル
データ表示処理のタイミングで値を保持
するよう修正する。【ソース 15】
　次に、ファイル保存用に配置したボタ
ンの OnTap イベントでタップした位置
を FPoint に内部保持し、OnClick イベ
ントでファイル保存ダイアログの表示処
理を記述していく。【ソース 16】
　以上で、他アプリへのファイル保存機
能の実装は完了である。【図 21】

6. さいごに
　本稿では、iOS アプリでのファイル閲
覧機能の作成について紹介してきた。
FireMonkey フレームワークの使用や 3
層構造といったテクニックも絡めながら
実装例を紹介したため、難易度が高く感
じられたかもしれない。
　しかし実際には、サーバープログラム
とクライアントプログラムを合わせても
500 ステップ前後の記述で実装できてい
るのである。
　今後、変化していく生活環境の中、プ
ログラム開発者もより高度な要望や技術
が求められていくだろう。Delphi/400
では、このように少量のロジック記述で
実現できることが多くあるので、高度な
内容でもぜひ開発にチャレンジしていた
だきたい。その際、本稿で紹介した内容
が少しでも参考になれば幸いである。
 M

処理を記述し、商品一覧選択時に、
FRootDir の値セット処理を追加する

【ソース 10】。FTmpDir では、tmp フォ
ルダのパスを内部保持している。
　それから、GetFileDataDisp の処理
を 記 述 す る。GetFileDataDisp で は、
パラメータに表示対象のファイルパスを
渡 し 、 s v m G e t F i l e D a t a の
ExecuteMethod を呼び出す。その後、
cdsFi leDataCl ient を Open し、
SaveToFile メソッドを呼び出すだけで
tmp フォルダへの保存が可能である。
　ただし iOS 端末でファイル保存の際
は、濁点の付いたファイルは保存できな
いため、いったん別名に変換して保存し
なければならない。
　なお本稿では、ファイル名を連番値に
変換して保存を実施している。あとは
wbFileData の Navigate メ ソ ッ ド で、 

「’file://’+ 保存ファイルパス」を指定
すれば、GetFileDataDisp 処理の完成
である。【ソース 11】
　 次 に、lvFileList の OnItemClickEx
イ ベ ン ト に て 処 理 を 記 述 す る。
OnItemClickEx イ ベ ン ト で は
cdsFileListClient のレコード位置の同
期後、選択行がファイルデータの場合に、
先ほど記述した GetFileListData の処理
を呼び出し、フォルダの場合は前項で記
述したファイル一覧のセット処理を呼び
出す。【ソース 12】
　追加処理 2 は、btnUPDir の OnClick
イベントにて FCurrDir の値を変更し、
画面内容を再セットする処理を記述す
る。また画面起動時にボタンの表示は不
要であるため、Visible を False にして
おく。【ソース 13】
　追加処理 3 は、OnDestroy イベント
にて削除処理を記述する。【ソース 14】
　以上で、ファイル閲覧機能の実装は完
了である。【図 20】
　なお、Excel や Word は端末にインス
トールされていなくても閲覧可能である
が、Windows にて作成されたファイル
の場合は、罫線やオートシェイプなど一
部表示されないものもあるので注意が必
要である。

5.  他アプリへのファイ
ル保存機能の実装

　ここでは、前項で閲覧可能となった
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図8　照会画面

ソース2

024_047_migaro_Report_前坂_三.indd   31 2020/11/24   14:40



32

図10　プロジェクトグループの作成

図9　参照フォルダ内容
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図11　コンポーネント設定値
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ソース3
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図14　ログオンアカウントの設定

図13　サービス管理ツールの起動

図12　サービス停止方法
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ソース4

図15　コンポーネント設定値
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ソース5
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ソース7

ソース6
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図17　ファイル内容表示の仕組み

図16　ファイル一覧画面
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ソース8

図18　コンポーネント設定値
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ソース9

図19　コンポーネント設定値
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ソース10
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ソース11
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ソース13

ソース12
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図20　ファイル閲覧画面

ソース14
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ソース16

ソース15
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図21　ファイル保存
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1. はじめに
2020年5月に、Delphiの最新バージョ

ンとなる「10.4 Sydney」がリリースさ
れた。

Delphi および Delphi/400 では、コ
ンポーネントをフォームに配置してプロ
パティを定義し、プログラムをコーディ
ングしていく、「ビジュアルプログラミ
ング」と呼ばれる開発手法でアプリケー
ションを作成する。本稿では、2015 年
に登場した Delphi 10 シリーズの初版
である「Delphi 10 Seattle」から、最
新の「Delphi 10.4 Sydney」の間で進
化したビジュアルプログラミングの手法
を紹介する。　

なお、本稿執筆（2020 年 9 月）時点
で Delphi は「10.4 Sydney」が最新だが、
IBM i に接続するためのミドルウェア

「Delphi/400」は「10.2 Tokyo」が最新
となっているため、今後のリリースにご
期待いただきたい。

また、「Delphi 10 Seattle」より前の
新機能については 2016 年発行のミ 

ガ ロ. テ ク ニ カ ル レ ポ ー ト に あ る
『Delphi/400 最新プログラム文法の活用
法』を参照いただきたい。

2.  最新Delphi活用
TIPS

本章では、10 Seattle 以降の新しい
Delphi ならびに Delphi/400 を使って
開発効率をさらに向上するための TIPS
をいくつか紹介する。

なお、10 Seattle で Delphi/400 に正
式対応となった「FireDAC 接続」、10 
Seattle で追加された IoT や Beacon コ
ンポーネントを使った開発テクニック、
10.2 Tokyo で追加された各種クラウド
サ ー ビ ス に 接 続 す る「Enterprise 
Connectors」については、それぞれ過
去のテクニカルレポートで紹介している
のでそちらを参照いただきたい。

2-1.  GetIt パッケージマネージャ（10 
Seattle 〜）

Delphi の統合開発環境（IDE）の 10 

Seattle 以降では、「GetIt パッケージマ
ネージャ」を使用して、Delphi の開発
元であるエンバカデロ社が提供する追加
コンポーネントや、サードパーティ製品
の評価版などを簡単にインストール／ア
ンインストールできる。
「ツール」メニューに追加された「GetIt 

パッケージマネージャ」を選択すると、
【図 1】のような画面が起動するので、
ここに表示されている一覧から目的の項
目をインストール／アンインストールす
る。Delphi のバージョンによって、画
面のレイアウトや提供ツールのライン
ナップは若干異なっている。

また Delphi 10.4 Sydney では、エン
バカデロ社が製品の修正パッチを発行し
た際に、この GetIt パッケージマネー
ジャでもダウンロード可能になってい
る。

この修正パッチはダウンロードした
だけでは適用されずに手動インストール
を 必 要 と す る 場 合 が あ る。 手 元 の
Delphi 10.4 Sydney を起動した際に、
ウェルカムページに【図 2】のような画
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図2　製品アップデートパッチの確認

図1　Getltパッケージマネージャ

ソース1
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スと同じ権限）で実行し、「使用可（最高）」
を選択している場合はユーザーが取得で
きる最も高い権限で実行する。
　そして「管理者権限が必要」を選択し
ている場合は、アプリケーションを強制
的に「管理者として実行」で実行させる。
こちらも前述の高 DPI と同様、バージョ
ンごとに設定できる項目や項目名が少し
ずつ異なるので、バージョン間の差異に
ついては【図 7】に記載する。
　なお、「管理者権限が必要」の設定で
コンパイルしたアプリケーションを
Delphi 上でデバッグするには、Delphi
自身も管理者として起動しておく必要が
ある。【図 8】

＜カスタムスタイルの機能拡張＞（10.4 
Sydney）

XE3 以降のバージョンでは、プロジェ
クトオプションでスタイルを設定するこ
とで、コンパイルされるアプリケーショ
ンの見た目を変更できる【図 9】。10.4 
Sydney ではこのスタイル機能が進化
し、同一アプリケーション内でのフォー
ムやコントロール（Edit や Button など）
単位でスタイルを変更可能になった。

プロジェクトオプションでチェック
を入れたカスタムスタイルの中から、対
象 の フ ォ ー ム や コ ン ト ロ ー ル の

「StyleName」プロパティに、そのスタ
イル名を指定することで反映される。【図
10】

2-5.  Windows 10 サポートと IDE の機
能強化（10 Seattle 〜）

Delphi 10 Seattle か ら は Windows 
10 が正式にサポートされ、専用のユー
ザーインターフェースに対応したコン
ポーネントも追加されている。また、
XE7 以前のバージョンと比較して IDE
で利用可能なメモリが約 2 倍に拡張され
ており、大規模プログラムでも安定した
IDE 環境で開発可能になっている。

加えて、非ビジュアルコンポーネント
の表示切り替え機能が追加され、フォー
ム／ユニットの切り替えの右側に追加さ
れたボタンを押すと、【図 11】のように
Table や Query などの画面上に見えな
いコンポーネントの表示／非表示を切り
替えられるようになった。これにより、
画面項目の配置の微調整がさらに容易に
なっている。

けでなく中間一致にも対応しており、プ
ロパティやメソッドがより見つけやすく
なっている。【図 3】

また、別プロセスでコードインサイト
を行うもう 1 つの利点として、従来の
バージョンでは実行できなかったデバッ
グ中のコード補完の表示も可能となる点
が挙げられる。【図 4】

2-4.  プロジェクトオプションの設定項
目充実（10 Seattle 〜）

　IDE の「プロジェクト」メニューに
ある「オプション」を選択すると、開い
ているプロジェクトのコンパイル先、ア
イコン、バージョン情報といったさまざ
まな設定が可能である。10 Seattle 以降
は、このプロジェクトオプションも目覚
ましい進化を遂げている。【図 5】

＜高 DPI の認識＞
高 DPI は高精細液晶や高解像度液晶

とも呼ばれており、Windows 10 のディ
スプレイ設定にある「拡大縮小とレイア
ウト」の「テキスト、アプリ、その他の
項目のサイズを変更する」の項目を指す。

対応しているアプリケーションを起
動すると、実行 PC のディスプレイの
DPI の設定が 100％でない場合にフォー
ムやフォーム内の各項目のサイズが自動
拡張され、解像度の高いディスプレイで
も画面が小さくなりすぎずに表示でき
る。【図 6】

Delphi では、10 Seattle からこの高
DPI 設定に対応しており、プロジェク
トオプションの「アプリケーション」の
項目から、マニフェストの設定を変更す
ることで指定が可能となっている。バー
ジョンごとに設定できる項目や項目名が
少しずつ異なるので、バージョン間の差
異については【図 7】に記載する。

＜管理者権限の有効化＞
コンパイルしたアプリケーションを

ダブルクリックなどで実行する場合に、
実行時の権限を指定できる。

プロジェクトオプションの「アプリ
ケーション」の項目から、前述の高 DPI
と同様に、マニフェストの設定にある実
行レベルを変更することで指定できる。

【図 5】
デフォルトの「インボーカとして」を

選択している場合は通常権限（親プロセ

面が表示された場合は、エンバカデロ社
のホームページにある日本人スタッフブ
ログを参照いただきたい。

2-2.  インライン変数宣言（10.4 Sydney）
従来の Delphi のコーディングでは、

伝統的な Pascal 言語の規約に従い、す
べての変数は関数、プロシージャ、メソッ
ドのコードの開始前に var ブロックで
定義する必要があった。

しかし、さらなる柔軟性を提供する新
しいインライン変数宣言のコーディング
が可能となり、コードブロック内で直接
変数を宣言できるようになった【ソース
1】。ここで宣言された変数はそのコード
ブロック内（「begin 〜 end;」の中）で
のみ有効で、その外側から参照しようと
するとコンパイルエラーになる。【ソー
ス 2】

コードブロック内でのインライン変
数宣言がとくに有効となるのが、変数宣
言 を 伴 う for ル ー プ で、「for var I: 
Integer := 1 to 10 do ……」といった記
述方法が可能である。10.4 Sydney でこ
のように記述した場合、ループの外側で
ループ変数を参照しようとするとコンパ
イルエラーになるので、意図しないルー
プ変数の参照も防げる。

2-3.  Language Server Protocol（10.4 
Sydney）

Delphi の開発者であれば、IDE でコー
ドを入力しているときに Ctrl ＋スペー
スキーを押してコード補完を使用したこ
とがあるだろう。

このコード補完を表示する手法を
コードインサイトと呼ぶ。Delphi 10.4 
Sydney の コ ー ド イ ン サ イ ト で は、
Language Server Protocol（ 以 下、
LSP）が採用されており、LSP はこのコー
ド補完の結果を Delphi 自身ではなく別
プロセスで計算する手法をとっている。

従来のバージョンでは Delphi 自身が
コードインサイトを行っていたため、
Ctrl ＋スペースキーを押してからコー
ド補完が表示されるまでに、コンマ数秒
〜数十秒の待機時間が必要であった。

しかし Delphi 10.4 Sydney では、待
機時間なしでコード補完が可能である

（待機時間の間も Delphi を操作できる）。
それに加えて、内部フィルタリングロ
ジックの変更によって従来の前方一致だ
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図4　Language Server Protocol（LSP）

図3　Language Server Protocol（LSP）

ソース2
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①  Microsoft Edge Chromium ベースの
ブラウザ（Canary channel version）

② WebView2 コントロールの DLL

このうち①については、2020 年 9 月
現在、通常の Edge の最新バージョンよ
りも新しい、Canary Channel Version

（毎日更新されるデベロッパー向けビル
ド）の Edge を Microsoft のサイトから
ダウンロードし、インストールする必要
がある。【図 19】

一方の②は、GetIt パッケージマネー
ジャからインストールしたあと、【図
20】【図 21】のようなフォルダが開くの
で、対応 bit 数（コンパイルするアプリ
ケーションが 32bit アプリケーションな
ら「win32」、64bit アプリケーションな
ら「win64」）のサブフォルダを開き、
その中の「WebView2Loader.dll」を取
得しておく。

IDE でアプリケーションを開発し、
完成したアプリケーションと同じフォル
ダに「WebView2Loader.dll」をコピー
することで、【図 18】のように TEdge 
Browser でブラウザが画面に表示され
る。

なお、従来の TWebBrowser コンポー
ネントも機能拡張し、Edge パーソナリティ
に対応している。上記の TEdgeBrowser
を 動 作 さ せ る ① ② の ア イ テ ム と

「WebView2Loader.dll」が必要である
点は変わらないが、その条件を満たして
いれば、TWebBrowser コンポーネン
トに追加された SelectedEngine プロパ
ティを、デフォルトの「IEOnly」から

「EdgeOnly」に変更することで、Edge
パーソナリティで TWebBrowser のブ
ラウザを表示できる。【図 22】

また SelectedEngine プロパティを
「EdgeIfAvailable」に変更すると、使
用可能な場合のみ Edge パーソナリティ
を使用し、使用不可の場合は従来の IE
パーソナリティでブラウザを表示する。
どちらのブラウザが使用されているか
は、TWebBrowser の ActiveEngine
プロパティの値で確認できる。

注意点としては、TWebBrowser の
各プロパティ・メソッド・イベントは従
来の IE パーソナリティに準拠している
点が挙げられる。Edge パーソナリティ
で使用している場合は一部のプロパ
ティ・メソッド・イベントが互換してお

ぜひ一度使い心地をご確認いただきた
い。

2-7.  TTitleBarPanel と CustomTitleBar
（10.4 Sydney）

最新の Delphi 10.4 Sydney では、新
し く 追 加 さ れ た コ ン ポ ー ネ ン ト

「TTitleBarPanel」、および TForm に
新 た に 追 加 さ れ た プ ロ パ テ ィ

「CustomTitleBar」を利用することで、
最新のオフィスソフトやブラウザのよう
にタイトルバーをカスタマイズできるよ
うになった。

前項の Windows 10 ライクな各コン
ポーネントと比較すると少々複雑なの
で、使用手順を以下に解説する。

まず対象のフォームに TTitleBar 
Panel を配置し、タイトルバー内に表示
させたい Button や Edit などを配置す
る。【図 14】

TTitleBarPanel の設定が完了した
ら、親となる TForm の設定を行う。
CustomTitleBar プ ロ パ テ ィ を 開 き、

「Control」 に 今 作 成 し た TTitleBar 
Panel を、「Enabled」 に True を 指 定
すると、フォームと TTitleBarPanel の
紐付けが行われる。【図 15】【図 16】

アプリケーションをコンパイルして
実行すると、【図 17】のような画面が表
示され、タイトルバーがカスタマイズさ
れていることが確認できる。

2-8.  TEdgeBrowser（10.4 Sydney）
Delphi の フ ォ ー ム 上 に TWeb 

Browser コンポーネントを配置すると、
実行するアプリケーション内で Web ブ
ラウザの画面を表示できる。しかし、従
来この TWebBrowser 内で表示される
ブラウザは IE パーソナリティ（Internet 
Explorer 7 ベース）として動作してい
た。

最新の Delphi 10.4 Sydney では新し
く「TEdgeBrowser」コンポーネント
が登場し、これを利用することで Edge
パーソナリティによるブラウザを画面に
表示できるようになった。【図 18】【ソー
ス 3】

2020 年 9 月現在、Microsoft Edge は
Windows の OS 標準コンポーネントに
なっていないため、TEdgeBrowser を
動作させるには以下の 2 つのアイテムを
PC にインストールする必要がある。

2-6.  Windows 10 ライクな新コンポー
ネント群（10 Seattle 〜）

Windows 10 の正式サポートに伴い、
その動作を模倣するコントロールがいく
つか追加されている。これらのコンポー
ネント群はツールパレットの「Windows 
10」パレットページに追加されている
が、実際には Windows 10 ネイティブ
のコンポーネントではないので、古い
Windows OS で実行しても動作できる。

【図 12】
以下に、代表的なものをいくつか紹介

する。【図 13】

・TSplitView
開いたり閉じたりできる他コント

ロールのコンテナで、FireMonkey の
TMultiView と似た動作をする。Open
メ ソ ッ ド お よ び Close メ ソ ッ ド で、
Windows 10 やスマートデバイスの画面
のようにアニメーションでパネルが開閉
する動作を再現できる。

・TSearchBox
TEdit の拡張で、Enter キーを押すか、

虫 眼 鏡 の ボ タ ン を 押 す こ と で
「OnInvokeSearch」イベントが走り、
検索画面への遷移といった処理を組み込
める。

・TToggleSwitch
Windows 10 の設定画面などでよく見

かける「オン」と「オフ」を切り替える
スイッチの動作を実現する。State プロ
パティを「tssOn」に設定すればオンに、

「tssOff」に設定すればオフに切り替わ
る。

・TActivityIndicator
Windows 10 で各種処理中に表示され

るインジケータ（ぐるぐる回るアイコン）
を画面上の任意の位置に表示させる。

上記以外にも、Delphi 10.2 Tokyo 以
降では Windows 10 ライクな日付時刻
の表示や指定を行う TCalendarView ／
TDatePicker ／ TTimePicker ／
TCalendarPicker などが追加されてい
る。

本項で紹介したコンポーネントはい
ずれも、【図 13】に記載した簡単なプロ
パティの設定や命令だけで扱えるので、
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図6-2　高DPI設定対応

図6-1　高DPI設定対応

図5　Delphi 10.4 Sydneyのプロジェクトオプション
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らず、プロパティの取得結果が変わった
り、メソッドで例外が発生したりする場
合がある。【図 23】

Delphi 10.4 Sydney を取得したあと、
TWebBrowser から TEdgeBrowser へ
の移行が可能な場合は、段階的に移行を
検討いただきたい。

3. まとめ
株式会社ミガロ．では、開発元である

仏 SystemObjects 社の間で日本総代理
店 契 約 を 締 結 し、2000 年 9 月 に
Delphi/400 V5 の販売を開始してから
今年で 20 周年を迎えた。

Delphi/400 は古いバージョンのまま
互換の範囲で使い続けられることも魅力
ではあるが、本稿で紹介した新機能を利
用することで、より多彩な機能が活用で
きるようになる。

本稿の記述を参考に、最新バージョン
の Delphi ならびに Delphi/400 に関心
をもっていただければ幸いである。

 M
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図9　カスタムスタイルの機能拡張

図8　管理者権限指定時の注意

図7　Delphi10シリーズの高DPI・実行レベルの設定
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図10　カスタムスタイルの機能拡張

図11　非ビジュアルコンポーネントの表示切替

図12　Windows10の見た目を提供するコンポーネント
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図15　フォームのCustomTitleBarプロパティの指定

図14　TTitleBarPanelの設定①

図13　Windows10の見た目を提供するコンポーネント
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図17　TTitleBarPanelの設定〜実行結果

図16　TTitleBarPanelの設定②

図18　新しいTEdgeBrowser
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図20　TEdgeBrowserの使用準備②-１

図19　TEdgeBrowserの使用準備①

ソース3

048_061_migaro_Report_佐田_再.indd   59 2020/11/24   14:58



60

図21　TEdgeBrowserの使用準備②-2

図22　TWebBrowserもEdgeベースで表示可能

図23　TWebBrowserではEdge互換のない項目がある

048_061_migaro_Report_佐田_再.indd   60 2020/11/24   14:58



61

048_061_migaro_Report_佐田_再.indd   61 2020/11/24   14:58



62

　弊社では、Cobos4i という製品のリ
リースを予定している。Cobos4i とは
Eclipse の プ ラ グ イ ン を 活 用 し、
SmartPad4i アプリケーションでの開発
をより効率化する統合開発環境である。
本稿では、Cobos4i の特徴やメリットを
紹介する。

1.1. SmartPad4i での開発手法
　Cobos4i を 解 説 す る 前 に、 ま ず は
SmartPad4i について簡単に説明してお
こう。なお、詳しい説明については
2014 年発行のミガロ . テクニカルレポー
トに『スマートデバイスWebアプリケー
ション入門  HTML を使ったユーザー
インタフェースの工夫 - 2．JC/400、
SmartPad4i における画面作成の基本』
が紹介されているので、こちらも参考に
していただきたい。
　SmartPad4i は、RPG ／ COBOL ス
キルで Web システムを構築できるツー
ルである。RPG ／ COBOL の資産や知
識を活用して、HTML5 や JavaScript
などの最新 Web 技術を組み合わせた

1. はじめに
　オープン系の開発では Web アプリ
ケーションを作成する際に、開発言語と
して Java や PHP が選択されることが
少なくない。Java や PHP の開発では通
常、開発を効率化するために統合開発環
境を使用する。
　統合開発環境にはさまざまな製品があ
るが、中でもオープンソースの Eclipse
が有名である。Eclipse は 1990 年代後
半から開発され、2001 年 11 月 29 日に
バージョン 1.0 がリリースされた。2020
年 8 月時点では、2020 年 6 月 17 日にリ
リースされたバージョン Eclipse IDE 
2020-06 が最新版で、長きにわたり使用
されている統合開発環境である。
　Eclipse の特徴は、機能拡張用のソフ
トウェア（プラグイン）を追加インストー
ルすることで、さまざまな機能を組み込
めるように設計されている点である。プ
ラグインを導入することで、Java や
PHP だけでなく、さまざまな言語の開
発環境として使用できる。

（Web またはモバイル）アプリケーショ
ンが作成できる。
　IBM i の 5250 アプリケーションでは、
DSPF（画面ファイル）で画面を定義す
る が、SmartPad4i で は、HTML で 画
面を定義する。SmartPad4i は HTML
で画面を作成できるので、グリーン画面
での 80 桁× 24 行の制限がない。画像
や CSS、JavaScript を使用することで、
わかりやすく、便利なインターフェース
を作成できる。
　HTML には、入出力項目や要素へユ
ニークな id 名を設定するのがルールで
ある。DSPF でのフィールド ID と同様、
HTMLの要素にid名を設定することで、
RPG あるいは COBOL のプログラムか
ら入出力項目にアクセスできる。
　作 成 し た HTML を SmartPad4i 
Designer で読み込み、入出力フィール
ドの型や長さを指定後、IBM i に RPG
あるいは COBOL のスケルトンプログ
ラムを配布する。配布された RPG ／
COBOL に業務ロジックを記述すること
で、簡単に Web アプリケーションが作

SmartPad4i國元 祐二
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

［SmartPad4i］

Eclipse（Cobos4i）を使用した
SmartPad4i開発術

略歴
1979 年 3 月 27 日生まれ
2002 年 3 月 追手門学院大学 文学
部アジア文化学科卒業
2010 年 10 月 株式会社ミガロ.入社
2010 年 10 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
SmartPad4i（JC/400）、
Business4Mobile、Valence の 製
品試験やサポート業務、導入支援な
どを行っている。

1. はじめに
1.1. SmartPad4i での開発手法
2. Cobos4i とは？
3. Cobos4i の特徴
3.1. 開発環境をすぐに導入
3.2. Apache Tomcat のサポート
3.3.  すべての開発手順を Eclipse 上

で実施
3.4. Cobos4i Designer

3.5.  Cobos4i RPG/COBOL の開発
とコンパイル

3.6.  Cobos4i SmartPad4iアプリケー
ションの実行

4. Eclipse のプラグイン
4.1.  Eclipse の Web ページ・エディ

ター
4.2. Eclipse の EGit
5. おわりに
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図2　SmartPad4i開発で使用するソフトウェア

図1　SmartPad4iアプリケーション開発手法
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確認するには、各種ブラウザを使用する。
このように従来の SmartPad4i アプリ
ケーション開発では、さまざまなソフト
ウェアを使用する必要があった。
　しかし Cobos4i では、開発手順のす
べてのステップを Eclipse 環境で作業で
きる。すべての手順を Eclipse で行える
ため、開発効率が非常によい。【図 3】

3.4. Cobos4i Designer
　Cobos4i では、Eclipse のプラグイン
で あ る Web ペ ー ジ・ エ デ ィ タ ー や
HTML エディターを使用して HTML
を 作 成 で き る。 従 来 の SmartPad4i 
Designer で行っていた、入出力フィー
ルドの型や長さを指定する HTML の属
性定義については、Cobos4i Designer
を利用する。
　Cobos4i Designer で属性を定義し、
IBM i に RPG ／ COBOL のスケルトン
プログラムと I/O 定義ファイルを配布
すると同時に、開発者のローカル PC に
ある Apache Tomcat サーバーへ定義
ファイルを展開する。 【図 4】
 また Cobos4i Designer は、SmartPad4i 
Designer で作成した .jdp ファイル（プ
ロジェクトファイル）を読み込めるので、
過去に作成した SmartPad4i アプリケー
ションも Cobos4i 環境へ簡単に移行で
きる。
　そのため従来の SmartPad4i で開発し
てきたユーザーも、Cobos4i での開発に
移行しやすい。Cobos4i を使用すること
で開発効率が向上するので、ぜひ使用を
検討いただきたい。

3.5.  Cobos4i RPG ／ COBOL の開発と
コンパイル

　Cobos4i では RPG Editor ／ COBOL 
Editor を使用して、RPG ／ COBOL プ
ログラムを開発できる。
　まず IBM i へ配布した RPG ／ COBOL
のスケルトンプログラムを、Cobos4i の
機能を使用してローカル PC 上にダウン
ロードする。
　次に、ダウンロードしたプログラムを
Cobos4i に 含 ま れ る RPG　Editor ／
COBOL Editor を使用して業務ロジッ
クを追加する。
　業務ロジックを追加後、Cobos4i の機
能を使用してコンパイルする。Cobos4i
では、5250 エミュレータを使用せずに、

　それに対して Cobos4i は、WAS 環境
構築と SmartPad4i のインストール作業
が不要である。SmartPad4i の環境を作
成する場合は WAS の知識が必須であっ
たが、Cobos4i は Apache Tomcat が同
梱されており、Windows 端末に配置す
ると SmartPad4i の開発環境が構築でき
る。
　また Apache Tomcat はオープン系
の開発でもよく使用されるため、イン
ターネット上の情報量も多い。
　従来は半日ほど必要だった環境構築
が、Cobos4i では 1 時間以内で完了する。
開発環境構築に時間がかからず、WAS
と SmartPad4i の導入知識が不要なこと
も Cobos4i の魅力である。

3.2 Apache Tomcat のサポート
　前項でも記載しているが、Cobos4i は、
アプリケーションサーバーに Apache 
Tomcat 採 用 し て い る。Apache 
Tomcat は、Java Servlet や Java 
Server Pages （JSP）を実行するための
Web コンテナである。そのため、Java 
Servlet の 技 術 で 作 成 さ れ て い る
SmartPad4i アプリケーションを実行で
きる。さらに、Apache License 2.0 を
採用したオープンソースソフトウェアな
ので、無償で利用可能である。
　弊社では SmartPad4i の実行環境とし
て、これまでは WAS のみをサポートし
てきたが、Cobos4i のリリースに合わせ
て、Apache Tomcat 環境も追加する。

3.3.  すべての開発手順を Eclipse 上で
実施

　SmartPad4i アプリケーションの作成
には、それぞれの開発ステップで、別々
のソフトウェアを使用する必要がある。 

【図 2】
　たとえば HTML の作成では、ホーム
ページビルダーや Dreamweaver、テキ
ストエディタ等のソフトウェアを使用す
ることになる。作成した HTML の属性
を定義するには、Windows 環境で動作
する SmartPad4i Designer を使用する。
　また RPG ／ COBOL 開発では、IBM i 
Access Client Solutions（ACS）や
IBM i Access for Windows （クライア
ントアクセス）等の 5250 エミュレータ
が 必 要 で あ る。 さ ら に 作 成 し た
SmartPad4i アプリケーションの動作を

成できる。【図 1】
　前述のとおり、SmartPad4i を使用す
ると、容易に Web アプリケーションの
開発が可能である。しかし Cobos4i を
使用すると、より少ないステップで開発
できる。Cobos4i については、次の 2．
から詳しく説明していく。

2. Cobos4iとは？
　Cobos4i は、Eclipse をベースとした
SmartPad4i アプリケーションの統合開
発環境である。以下のように 3 点の特徴
やメリットがある。

①開発環境を簡単に導入できる
　Apache Tomcat が採用されたことに
より、環境構築を簡易化できる。

②開発効率が向上する
　Eclipse 上で SmartPad4i アプリケー
ション開発の工程がすべて実行できる。
開発に使用するソフトウェアを切り替え
る必要がないため、開発効率が向上する。

③ Eclipse のプラグインが使用できる
　HTML の作成やソース管理などの機
能がプラグインで使用可能になる。

　Cobos4i の特徴やメリットについて、
次で詳しく紹介する。

3. Cobos4iの特徴
3.1. 開発環境をすぐに導入
　従来の SmartPad4i で開発環境を構築
する場合には、WebSphere Application 
Server（以下、WAS）の導入が必要に
なる。
　WAS は、IBM i または Windows 上
に導入可能なアプリケーションサーバー
である。IBM iにWASを導入するには、
累積 PTF 等の導入を必要とする場合が
多く、IBM i に運用停止時間が発生する
ため、導入には細心の注意が必要となる。
またインストールや環境構築の知識も必
要なので、WAS 環境構築には時間を要
する。
　IBM i 環境に比べて比較的導入が容易
な Windows 環境に WAS を導入する場
合でも、少なくとも半日はインストール
時間が必要となる。
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図4　Cobos4i Designer

図3　Cobos4iの開発はすべてEclipse上で作業可能
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　さらに【GO】ボタンをクリックする
と EGit が検索されるので、【インストー
ル】ボタンを押下し、次に表示される【選
択されたフィーチャーの確認】では、デ
フォルトの設定で【確認】ボタンを押下
する。【図 11】
　するとライセンスのレビューが表示さ
れるので、使用条件の条項に同意のラジ
オボタンを選択後、「完了」ボタンを押
下すると、EGit のインストールが開始
される。インストール完了後、「今すぐ
再起動」をクリックして Eclipse を再起
動すれば、EGit が使用可能となる。【図
12】
　EGit は、Git のパースペクティブを開
くことで使用できる。Git パースペク
ティブを開くには、上部メニューの「ウ
インドウ」＞「パースペクティブ」＞「パー
スペクティブを開く」＞「その他」で、

「パースペクティブを開く」のウインド
ウを表示後、「Git」を選択して、開くボ
タンを押下する。すると Git のパースペ
クティブが開き、EGit が使用可能にな
る。【図 13】
　次は、リモートリポジトリからローカ
ルリポジトリを作成する。リモートリポ
ジトリをコピーしてローカルリポジトリ
を作成することを、Git ではクローンと
呼ぶ。以下にクローンを実行して、IBM i
上のリモートリポジトリからローカルリポ
ジトリを作成する手順を説明する。
　まず Git パースペクティブを選択し
て、「Git リポジトリ」から「Clone a 
Git repository」を選択し、「ソース Git
リポジトリ」の「URI」に、リモートリ
ポジトリの URL を設定する。弊社環境
のリモートリポジトリは HTTP 経由で
アクセスできるように設定されているた
め、【図 14】のように設定した。
　次に、リモートリポジトリへアクセス
するための認証情報（IBM i のユーザー
プロファイル、パスワード）を設定する。

「セキュア・ストアに保管」をチェックす
ると、認証をたびたび要求されることが
ないので、チェックすることを推奨する。
　リモートリポジトリの設定完了後、リ
モートリポジトリのブランチを選択す
る。ブランチはプロジェクトから分岐さ
せることにより、プロジェクト本体に影
響を与えずに開発できる機能である。つ
まり、作業履歴を枝分かれさせて記録し
ていくために存在する。

ドラッグ＆ドロップで HTML の要素を
作成できる。パレットのビューを開くに
は、上部メニューの「ウインドウ」＞

「ビューの表示」＞「その他」 で、「ビュー
の表示」のウインドウを表示後、「パレッ
ト」を選択して、開くボタンを押下する。

【図 9】
　Web ページ・エディターは HTML
作成時にとても便利なので、ぜひ活用い
ただきたい。

4.2. Eclipse の EGit
　Cobos4i では、Eclipse のプラグイン
EGit を使用してソースファイルを管理
することも可能である。
　ソースファイルを管理するソフトウェ
アは多数存在するが、シェアを伸ばして
いるオープンソースの Git を取り上げた
い。
　Git は分散型バージョン管理システム
の 1 つで、Linux のソースコードを効果
的に管理するために開発されたソフト
ウェアである。
　バージョン管理システムでは、リポジ
トリと呼ぶ概念がある。リポジトリとは、
ファイルやディレクトリの履歴を管理す
る場所を指す。Git には、「リモートリ
ポジトリ」と「ローカルリポジトリ」と
いう 2 つの概念がある。
　リモートリポジトリはサーバーに配置
され、複数人で共有する。ローカルリポ
ジトリは、各ユーザーが自身の PC 内で
バージョン管理するために、ローカル
PC 上に配置する。Git は、各ユーザー
がそれぞれのローカル PC 上にリポジト
リをもてる点が最大の特徴である。
　Git は、IBM i のライセンスプログラム
5733-OPS 「オープンソース for IBM i」
のオプション 6 に含まれているので、
IBM i 上にインストールして環境を構築
することも可能である。各ユーザーが
ローカル PC 上にリポジトリをもち、
IBM i のリモートリポジトリで管理する
ような開発環境も作成できる。【図 10】
　Cobos4i で Git を 使 用 す る に は、
EclipseプラグインのEGitをインストー
ルする必要がある。インストール手順と
してはまず、Eclipse のメニュー「ヘル
プ」＞「Eclipse マーケットプレース」
を選択後に表示される Eclipse マーケッ
トプレースのダイアログにて、検索の入
力欄へ EGit と入力する。

Eclipse 環境からパラメータを指定する
だけでコンパイルできる。【図 5】
 
3.6.  Cobos4i SmartPad4i アプリケー

ションの実行
　Cobos4i で作成した SmartPad4i アプ
リケーションは、ローカル PC 環境で動
作 確 認 で き る。Eclipse か ら Apache 
Tomcat を起動後、SmartPad4i のプロ
グラム実行画面を開き、実行するアプリ
ケーションプログラムが配置されている
ライブラリーやプログラム名を入力する
ことで、SmartPad4i アプリケーション
をローカル PC 上の環境で動作させられ
る。 【図 6】
　従来の開発手法では、開発したアプリ
ケーションの動作確認にはブラウザを起
動させる必要があったが、Cobos4i では
Eclipse 環境上で動作確認できるので非
常に便利である。

4. Eclipseのプラグイン
4.1. Eclipse の Web ページ・エディター
　Eclipse プラグインが利用できるの
は、Cobos4i の大きな魅力である。たと
え ば HTML の 開 発 に は、Eclipse の
Web ページ・エディターが使用できる。
　Web ペ ー ジ・ エ デ ィ タ ー は、
WYSIWYG（*1）およびエディターに
より HTML を開発できるツールで、
HTML 画面を表示しながら HTML ソー
スを確認できる。【図 7】
　Web ページ・エディターは使用前に、
パースペクティブやビューを設定すると
使いやすい。Eclipse のパースペクティ
ブは、Eclipse の見た目や見え方である。
パースペクティブを変更することで、【図
7】のアウトラインを表示できる。
　Web パースペクティブを開くには、
Eclipse を起動後、上部メニューの「ウ
インドウ」＞「パースペクティブ」＞「パー
スペクティブを開く」＞「その他」で、

「パースペクティブを開く」のウインド
ウを表示後、「Web」を選択して、開く
ボタンを押下する。【図 8】
　またパレットのビューを使用すると、

*1　WYSIWYG は「What You See Is 
What You Get」の略で、編集画面での
表示内容と同じものが完成形（HTML）
として得られる機能を指す。
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図6　Cobos4i アプリケーションの実行

図5　Cobos4i IBMiプログラムの開発とコンパイル
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　ブランチが複数ある場合はクローンの
際に、どのブランチをコピーするかを、

【図 15】の画面で選択できる。コピーし
たいブランチを選択して、「次へ」ボタ
ンをクリックすると、ローカル保管場所
を指定する画面が表示される。ローカル
の作業ディレクトリを選択後、「完了」
ボタンをクリックすると、ローカルリポ
ジトリが作成される。
　以上の操作により、リモートリポジト
リがクローンされ、Eclipse プロジェク
トとして追加された。
　ソース管理下の RPG プログラムを更
新する場合には、Cobos Explorer から
対象の RPG プログラムソースを選択後、
右クリック＞「チーム」＞「コミット」
を選択する。【図 16】
　すると Git ステージングのビューが開
くので、ステージされた変更に RPG プ
ログラムがリストされていることを確認
後、「コミット」または「コミットおよ
びプッシュ」を行う。
　コミットはローカルリポジトリのみを
更新すること、プッシュはリモートリポ
ジトリを更新することを意味する。【図
17】
　また Git パースペクティブを開き、ヒ
ストリーを確認することで、変更履歴を
確認できる。さらに Git 参照ログでは、
詳細なソースコードの変更点も確認でき
る。【図 18】
　EGit を使用すると、ソースの変更履
歴や変更箇所が管理できるため、開発時
には非常に便利である。

5. おわりに
　Cobos4i を 使 用 す る こ と で、
SmartPad4i アプリケーションを効率的
に開発できることが理解いただけたと思
う。新規に SmartPad4i アプリケーショ
ンを作成する場合は、Cobos4i での開発
を推奨する。
　オープンソースで広く使用される
Eclipse のプラグインを、Cobos4i での
開発に使用できるのは、大きなメリット
で あ る。Cobos4i に よ っ て、Smart 
Pad4i アプリケーションの開発が劇的に
変わると確信している。
 M

062_075_migaro_Report_ 國元_再.indd   68 2020/11/24   15:18



69

図8　Webページ・エディター パースペクティブ

図7　Webページ・エディター
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図10　IBMiにGitを構築

図9　Webページ・エディター ビューを開く
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図11　EGitのインストール1

図12　EGitのインストール2
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図13　EGitのパースペクティブを開く

図14　Gitリポジトリのクローン1
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図15　Gitリポジトリのクローン2

図16　Gitコミットとプッシュ1

062_075_migaro_Report_ 國元_再.indd   73 2020/11/24   15:18



74

図18　Gitでソース管理　

図17　Gitコミットとプッシュ2
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テクニカルレポートにある『Valence 
App Builder RPG 連携テクニック』で
詳しく紹介しているので、参考にしてい
ただきたい。
　この Valence だが、2020 年 6 月にバー
ジョンアップし、Valence5.2+（プラス）
となった。さらに 2020 年 9 月の本稿執
筆時点では、正式発表前ではあるが、ま
もなく Valence6.0 のリリースも予定し
ている。
　本稿では、Valenec5.2+ 以降の最新
バージョンにおける製品進化ポイントな
らびに開発ツール App Builder の強化
されたアプリ開発テクニックを紹介す
る。

2.  Valence最新バー
ジョンの進化点

　Valence 最新バージョンの主な進化点
は、以下のとおりである。

（1） Valence Portal の機能強化
（2） WebエミュレータFusion5250 の追加

1. はじめに
　Valence は、IBM i を Web 環境で活
用できるモダナイゼーション開発・運用
ツールである。Valence での Web アプ
リ開発は、以前は Sencha と呼ばれる
JavaScript フレームワークを使用する
方法のみであった。
　しかし2018年8月に登場した「Valence 
5.2」 に て、 ロ ー コ ー ド 開 発 ツ ー ル

「Valence App Builder」が追加された
ことにより、アプリの開発効率が飛躍的
に向上した。
　ウィザードを使用したシンプルな 3 ス
テップの作成手法でアプリ開発ができる
ので、簡単なものであれば、ものの数分
でアプリを作成可能である。
　App Builder は基本的にノンコー
ディングで簡単にアプリを作成できる
が、複雑な業務ロジックを組み込みたい
場合は、RPG を組み合わせることもで
きる。
　App Builder の概要および RPG 連携
テクニックについては、2019 年発行の

（3） App Builder アプリ開発機能の強化

　（1）については、Valence Portal の
ユーザー認証機能や権限制御が強化され
た。具体的には、「2 ファクタ認証」に
よるセキュリティ強化と、「NAB 権限」
による App Builder の作成権限制御の
強化である。
　2 ファクタ認証とは従来のパスワード
による認証に加え、利用者個人が所持す
るスマートフォン等の認証アプリを使用
したデジタル認証コードを組み合わせる
ことで、セキュリティを向上させる仕組
みである。Google や Amazon 等でも使
用されているセキュリティ強化の一般的
なアプローチと同じである。【図 1】
　2 ファクタ認証を有効にすれば、たと
え Valence にサインオンするユーザー
ID とパスワードの情報が外部に漏洩し
たとしても、ユーザー本人所持のスマー
トフォン上で、都度発行される確認コー
ドを正しく入力しない限り、Valence に
サインオンできなくなる。
　Valence で機密性の高いデータを扱う

Valence尾崎 浩司
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

1. はじめに
2. Valence 最新バージョンの進化点
3. Fusion5250 を使用したアプリの融合
4. App Builder の強化されたアプリ開発機能
5. さいごに

［Valence］

Valence 最新バージョン 
進化のポイント

略歴
1973 年 8 月 16 日生まれ
1996 年 3 月 三重大学 工学部卒業
1999 年 10月 株式会社ミガロ. 入社
1999 年 10 月 システム事業部配属
2013 年 4 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
Delphi/400 を中心としたテクニカ
ルサポート対応や製品セミナーの講
師などを担当している。
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図2　Valence NAB権限

図1　Valence 2ファクタ認証
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能である。これは、エミュレータ上での
ユーザー操作をスクリプトとして定義し
ておき、コマンド操作を自動化する仕組
みである。　
　 マ ク ロ は JSON 形 式 で 記 述 し、
Valence インスタンス内の IFS 上（/
resources/fusionmacros/）に保管すれ
ばよい。ここではマクロの例として、
IBM i 上の CL プログラムを CALL し、
特定のアプリを起動する例を紹介する。
ここで使用するマクロファイルは、【ソー
ス 1】である。
　マ ク ロ フ ァ イ ル は、「note」「show 
Progress」「steps」という 3 つの要素
で構成される。note は単なるメモで、
動作に影響は与えない。showProgress
は、マクロ実行中の途中画面を表示する、
表示しないを切り替える。false を指定
すると、すべてのマクロが実行されたあ
とに画面が表示される。steps は、実行
する個々の処理ステップである。
　【ソース 1】のマクロは、エミュレー
タの 7 桁目、20 行目、つまりエミュレー
タのコマンド入力ラインにカーソルを
セットし、CL コマンドをタイプしたあ
と、［実行］（ENTER）キーを押下する
という動作を表している。
　Fusion5250 からマクロを実行する方
法は、Valence Portal の［ポータル管理］
→［アプリ］より、新規アプリを追加し、
パス欄に以下の指定を行えばよい。【図9】

/build/production/Fusion/index.
html？macro＝［マクロファイル名］（※
拡張子 .json は記述不要）

　以上で完了である。これで Valence 
Portal 上に、新しいメニューが追加さ
れる。このメニューをクリックすると、
Fusion5250 が立ち上がると同時にマク
ロが実行され、既存の PC5250 アプリが
ブ ラ ウ ザ 上 に 立 ち 上 が る。Valence 
Portal と PC5250 アプリがシームレスに
融合していることがわかる。【図 10】
　なお、今回はマクロを JSON ファイ
ルで直接作成する方法を紹介したが、マ
ク ロ の 記 録 機 能 を 使 用 す る と、
Fusion5250 上の操作を自動記録し、そ
のまま Valence Portal に新たなアプリ
として追加できる。Fusion5250 画面左
下にある［REC］ボタンをクリックす
るだけで記録できるので、試してほしい。

る部品である。会社の受付システム等で
見られるタッチパネルを使って、社員を
選択するような画面が作成できる。【図4】
　一方のタイムラインウィジェットは、
データソースのデータを時系列に並べて
表示する部品である。たとえば、売上日
ごとにどんな商品がよく売れるのか、季
節ごとにどんな商品が売れ筋なのか、な
ど横軸の時系列に対してデータをプロッ
トするようなインタラクティブなタイム
ラインを表示できる。【図 5】
　また最新バージョンでは、新たにアプ
リケーション内で扱えるアプリ変数機能
が追加された。アプリケーション内の複
数ウィジェット間で変数値を共有でき、
さらに RPG で取得した値をクライアント
側で保持することも可能になった。【図 6】
　ほかにもセキュリティ機能の強化や、
スクリプト実行機能、RPG の新しいテ
ンプレートなど多彩な機能強化がなされ
ている（詳細は 4. で紹介する）。

3.  Fusion5250を使
用したアプリの融合

　PC5250 エミュレータを日本語環境で
使用する場合、ホストコードページに

［930: 日本語（カタカタ）］、あるいは［939:
日本語（拡張ローマ字）］を使用するの
が一般的である。ValenceのWebエミュ
レータである Fusion5250 でも、同様に
コードページが指定できる。【図 7】 
　Valence Portal より［ポータル管理］
を起動し、サブメニューより ［ 言語］を
開くと、言語ごとに Fusion5250 で使用
するコードページ設定が表示されるの
で、［930-Japan Katakana Extended］、
あるいは［939-Japan Latin Extended］
を選択すればよい。
　Fusion5250 は、デフォルトでは一般
的なエミュレータと同様に、黒背景・緑
文字が基調のいわゆるグリーンスクリー
ンで表示される。IBM i ユーザーにとっ
てはお馴染みだが、Valence のほかの画
面と比べると異質に感じるかもしれな
い。
　Fusion5250 には、テーマ設定が用意
されている。3 種類から選択できるが、
このうちの［Valence テーマ］は他の
Valence アプリとの親和性がよいので、
こちらを選択するとよい。【図 8】
　Fusion5250 の特徴の 1 つがマクロ機

必要がある場合、この 2 ファクタ認証を
有効にしておくと効果的である。
　次に NAB 権限だが、これは Valence
のユーザー登録に追加された機能であ
る。
　これまでは Valence のグループ設定
により、Valence Portal からApp Builder
メニューを表示する・しないを制御する
ことで、アプリ開発が可能なユーザーを
制限することは可能であった。
　しかし今回、NAB 権限が追加された
ことで、ユーザーごとに App Builder
の作成権限レベルを制御できるように
なった。
　たとえば、管理者があらかじめ用意し
たデータソースを一般ユーザーに提供
し、一般ユーザーにはウィジェットやア
プリケーションの作成だけを許可すると
いった使い方が可能である。あるいは
ウィジェットの作成権限はユーザーに付
与するが、データを更新するためのウィ
ジェット（Edit Grid）は不許可にする
ことで、データの参照目的のみで App 
Builder の作成を一般ユーザーに開放す
るといった使い方もできる。【図 2】

　（2）の Web エミュレータ Fusion5250
は、Valence5.2+ で追加された新機能で
ある。Valence Portal のメニューから
Fusion5250 アイコンをクリックすると、
ブラウザ上で 5250 エミュレータを実行
できる。
　これは従来のクライアントアクセスの
ような専用ソフトに依存せず、ブラウザ
だけで実行できるので、Windows クラ
イアントだけでなく、たとえば Mac ク
ライアントでもエミュレータが利用でき
る。【図 3】
　Fusion5250 は単にブラウザで動作す
るエミュレータというだけでなく、
Fusion5250 という名前が示すとおり、
他の Valence 機能との融合がポイント
である（詳細は 3. で紹介する）。

　（3）は、ローコード開発ツール App 
Builder の強化である。Valence 最新
バージョンでは、新たに 2 つのウィ
ジェットが追加された。「タイル」ウィ
ジェットと「タイムライン」ウィジェッ
トである。
　タイルウィジェットは、データソース上
のデータをタイル形式のパネルに表示す
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図4　タイルウィジェット

図3　Fusion5250
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イルを使用して、物理ファイルである商
品マスタ（MSYHIN）の内容を置き換
える。IBM i には、CPYFRMIMPF と
いうコマンドがあるので、今回はこのコ
マンドを RPG から実行することとした。
　2- ③のように“QCMDEXEC” を使用
すると、RPG から CL コマンドが実行
できる。
　以上で CSV アップロード処理は完成
である。CSV ファイルを使用したデー
タの一括登録は利用頻度が高いと思うの
で、今回の内容をもとに活用してほしい。

　次に、Valence の新しいセキュリティ
機能を紹介する。これを使用すれば、作
成したアプリの中の一部機能を特定ユー
ザーのみ実行可能にできる。たとえば、
先ほどの CSV データ取り込み処理を、
特定のグループ（今回は「経理グループ」

（ID：1010）を例とする）の場合のみ使
用できるように権限設定する。【図 17】 
　セキュリティ機能も、App Builder
の設定と RPG との組み合わせで実装す
る。
　まず App Builder だが、アプリケー
ション作成画面に新たに追加された「セ
キュリティ」ボタンをクリックする。セ
キュリティ設定一覧が表示され、制御し
たい機能に対し任意の名前（機能名）を
付与し、あとは実行したい RPG のプロ
グラム ID を指定すればよい。【図 18】
　【図 18】で指定したプログラムは、
V A L E N C E 5 2 / Q R P G L E S R C

（EXNABSTART）というテンプレー
トを使用して RPG ロジックを作成する。
App Builder で設定した機能名を使用
不可にする場合は、disableFeature を
呼び出せばよい。【ソース 5】
　このサンプルでは、3- ①のように
RPG Toolkit に用意された vvSecurity 
API を使用して、実行中のユーザーが
指定したグループに含まれるかを判断
し、含まれない場合に disableFeature
を実行している。
　なお今回のサンプルでは使用していな
いが、現在実行中のユーザーはこのテン
プレートプログラム内で、gUser とい
う変数に格納されているので、これを使
用することも可能である。

　次に、入力画面等で使用する Form
ウィジェットの新機能を紹介する。ヘル

する SetResponse という API が追加さ
れている。【図 14】
　これにより【ソース 3】のように、ク
ライアントへのレスポンスの返却がより
シンプルに記述できるようになった（た
だし、従来の記述方法でも正しく動作す
る）。
　さらに専用 API になったことで、レ
スポンス結果として、クライアント上の
特定機能を使用不可に変更するような制
御が可能になった。

　次に、ファイルのアップロードについ
てである。旧バージョンの Valence5.2
でも RPG Toolkit を活用することで、
CSV ファイルや Excel ファイルのダウ
ンロードを実装できたが、これまでファ
イルのアップロードはサポートされてい
なかった。
　今回の最新バージョンでは、アップ
ロードできるようになり、画像データの
登録やデータの一括登録などが可能に
なった。今回紹介する例は、商品マスタ
メンテナンスにおける CSV データ取り
込み処理の追加である。【図 15】 
　この例では、ファイルのアップロード
は App Builder にて動作設定を定義し、
RPG プログラムを組み合わせて作成す
る。App Builder では「RPG プログラ
ム呼び出し」を追加し、設定画面を開く。
　そしてプログラム実行前処理として、

「Prompt For User Information」を選
択し、パラメータを追加する。そしてパ
ラメータ名に file、タイプに Upload を
選択すればよい。もしアップロードする
ファイルの拡張子を制限する場合は、さ
らに Valid Extensions に許可する拡張
子を指定する。【図 16】
　そして RPG 側では、Valence に用意
された RPG Toolkit の中にある vvIn を
使用する。【ソース 4】
　アップロード先は、vvIn.path に IFS
ディレクトリを指定する。任意のディレ
クトリを指定可能だが、今回は、2- ①の
ように Valence が保持しているテンポ
ラリーディレクトリ（TEMP_PATH）
を指定している。2- ②のように、vvIn_
file を使用するとファイルがアップロード
される。なお第 2 引数は、常に“＊NULL”
を渡す。
　これでIFS上にファイルがアップロー
ドされるわけだが、今回はこの CSV ファ

　またマクロを使用した Fusion5250
は、Valence Portal からだけでなく、
App Builder で作成するアプリからも
呼び出せる。アプリケーション作成時に、

「動作内容」画面で定義するアクション
として、Fusion5250 を指定する。もち
ろんマクロを含められるのだが、その際
にパラメータとして、ウィジェット上の
フィールド値やアプリ変数の値を渡すこ
ともできる。【図 11】
　つまりウィジェット上で選択したレ
コードのキーをパラメータにして、マク
ロを実行することにより、PC5250 アプ
リ上のキー項目に値を自動入力したり、
RPG 側にパラメータとして値を渡した
りできる。
　 こ の 仕 組 み を 使 用 す れ ば、App 
Builder と Fusion5250 とのシームレス
なアプリ融合が可能になる。【図 12】 

4.  App Builderの強
化されたアプリ開発
機能

　App Builder と RPG との連携例とし
て、商品マスタメンテナンスの登録画面
の作成方法を 2019 年発行のテクニカル
レポートで紹介した。【図 13】
　ここでは、ボタンをクリックしたとき
に実行される RPG プログラムを紹介し
た。ボタンクリックは、VALENCE52/
QRPGLESRC（EXNABBTN）のテン
プレートを使用する。【図 13】のサンプ
ルで作成したプログラムが、【ソース 2】
である。
　 こ の EXNABBTN プ ロ グ ラ ム は、
Valence5.2+ 以降で記述方法が一部変更
された。ポイントは、【ソース 2】の 1-
①〜③の部分である。
　以前は、1- ①のように d 仕様書とし
てプロシージャー宣言が必要だったが、
これは不要になった。以前のバージョン
で作成されたソースを再コンパイルする
際には、この部分を削除する必要がある
ので注意してほしい。
　1- ②、1- ③の部分は、レスポンスを
クライアント側に返却する処理である
が、以前は、vvOut_toJsonPair という
Valence の汎用 API を直接記述する必
要があった。最新バージョンでは、
EXNABBTN 用の専用 API が追加され
ており、その中には、レスポンスを返却
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図6　アプリ変数

図5　タイムラインウィジェット
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のブラウザ上でシームレスに使用できる
ようになったので、ユーザーの利便性が
大幅に向上した。
　また App Builder についても、従来
からのシンプルな開発手法という特徴は
そのままに、大幅に機能拡張されたので、
より本格的なアプリケーションの作成に
も対応できる。ぜひ本稿を参考に、さら
なる Valence の活用をご検討いただき
たい。
 M

上の画面制御が大幅に向上したことがわ
かる。

　最後に、App Builder におけるスク
リプト機能を紹介する。最新バージョン
では、RPG によるロジック追加に加え、
クライアント側のロジック追加としてス
クリプトが記述できるようになった。
　これにより、RPG に依存しないよう
な画面上の制御も簡単に実装できる。ス
クリプトを追加する際は、動作内容の中
からスクリプトアクションを追加すれば
よい。
　【図 21】の枠内にスクリプトを記述す
ればよいのだが、スクリプトの実装例と
して、先ほどの入庫入力画面に QR コー
ド読み込み機能を追加する。Valenceは、
PCを使用したブラウザでの実行に加え、
専用アプリを使用したモバイルアプリと
しての実行も可能である。モバイルアプ
リの特徴は、デバイスの機能を活用でき
ることである。今回は、デバイスのカメ
ラ機能を活用した QR コード／バーコー
ド読み込みの追加となる。実装例は【ソー
ス 7】となる。
　このスクリプトの追加により、モバイ
ルアプリで実行したときだけ、カメラが
起動するようになり、QR コードやバー
コードが読み取れる。【図 22】 
　なお、PCブラウザからボタンをクリッ
クして実行しようとした場合は、エラー
メッセージが表示されるようになってい
る。
　スクリプトソースのうち、取得した
コードの値を Form 上のどのフィール
ドにセットするかの部分（下線部）だけ
を変更すれば、他のプログラムにもその
まま組み込めるのでぜひ活用してほし
い。

5. さいごに
　本稿では、バージョンアップした最新
版 Valence の進化点を紹介してきた。
　これまでは、既存の PC5250 アプリを
専用エミュレータ上で実行し、App 
Builder で作成した Web アプリをブラ
ウザ上で実行するといったように、それ
ぞれの仕組みを個別に使用するしかな
かった。
　今回のバージョンアップにより、これ
ら異なる種類のアプリが融合され、1 つ

パープログラムと呼ばれる機能である。
Valence5.2 では、ボタン等を Form ウィ
ジェットに配置し、そのボタンをクリッ
クすることで RPG プログラムを実行す
る処理だけがテンプレートで用意されて
いた。しかし最新バージョンで追加され
たヘルパープログラムを使用すると、リ
アルタイムな応答性を備えるインタラク
ティブな画面が作成できる。
　今回紹介する例は、入庫入力を行う画
面である。アプリ起動時に入庫日欄には、
システム日付が初期セットされる。商品
コードの値を変更したタイミングで、自
動的に商品コードの存在チェックを行
い、商品マスタに当該レコードが存在す
る場合は商品名を表示し、存在しない場
合はエラーを表示する。【図 19】
　ヘルパープログラムも、App Builder
と RPG の組み合わせで実装する。Form
ウィジェットの設定画面に追加されたヘ
ルパープログラム欄に、実行したい RPG
プログラムの ID を指定する。【図 20】
　あわせてヘルパープログラムが呼び出
させるタイミングを指定する。設定はこ
れだけである。実際の処理はすべて
RPG で記述する。ヘルパープログラム
は、VALENCE52/QRPGLESRC

（EXNABFHLP）というテンプレート
を も と に 作 成 す る。 今 回 作 成 し た
TEC20PG30 のソースは、【ソース 6】
である。
　このプログラムには、4- ①、4- ②の 2
つの処理がある。4- ①は、初期表示時の
処理であり、実行モードを示す gMode
変数が“formRender” のとき（4- ③）に、
起動時を表している。今回は、4- ④のよ
うにSetValueを使用することで、フォー
ム上に初期値をセットしている。
　gMode がブランクの場合はフィール
ド変更時（4- ②）を表しており、4- ⑤
のように gField 変数に対象のフィール
ド名がセットされる。今回は、4- ⑥のよ
うに vvIn_Char を使用して、フォーム
上の値を取得し、商品マスタの存在
チェックを行い、存在する場合は取得し
た商品名をフォームにセットする。存在
しない場合は、4- ⑦のように SetError
を使用して、エラーメッセージをフォー
ムにセットしている。
　またフォーカスを商品 CD 欄に再セッ
トしている。このようにヘルパープログ
ラムの追加により、Form ウィジェット
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図8　Fusion5250 テーマの設定

図7　Fusion5250 ホストコードページ
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図9　Fusion5250 マクロの呼び出し

ソース1　Fusion5250 マクロ 記述例
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図11　Fusion5250 マクロパラメータ受け渡し

図10　Fusion5250 マクロ実行
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図13　ボタンクリック サンプルプログラム

図12　App BuilderとFusion5250の融合
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ソース2　商品マスタメンテナンス新規登録（TEC010）
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ソース3　SetResponseメソッド（TEC010を変更）

図14　ボタンクリック（EXNABBTN）新API

076_097_migaro_Report_尾崎_三.indd   88 2020/11/24   15:24



89

図16　ファイルアップロード RPGプログラム呼び出し設定

図15　ファイルアップロード サンプルプログラム
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ソース4　CSVファイルアップロード（TEC20PG10）
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図18　セキュリティ機能 設定画面

図17　セキュリティ機能 サンプルプログラム
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図19　Formウィジェット ヘルパープログラム サンプル

ソース5　スタートアッププログラム（TEC20PG20）
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図20　Formウィジェット ヘルパープログラム 設定
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ソース6　ヘルパープログラム（TEC20PG30）

076_097_migaro_Report_尾崎_三.indd   94 2020/11/24   15:24



95

ソース7　スクリプト例（QR／バーコードリーダー連携）

図21　スクリプトの実行設定
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図22　バーコード／QRコード読み取り
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No.1　2008 年秋
お客様受賞論文
●最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して―情報の“見える化”
の取り組み
石井 裕昭 様／豊鋼材工業株式会社　

●ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした Delphi/400
春木 治 様／株式会社ロゴスコーポレーション

●シルバー賞

JACi400 使用による Web アプリケーション開発工数削減
中富 俊典 様／日本梱包運輸倉庫株式会社

Delphi/400 を利用した Web 受注システム
飯田 豊 様／東洋佐々木ガラス株式会社

●優秀賞

Delphi/400 による販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作 様／株式会社船井総合研究所

技研化成の新基幹システム再構築
藤田 健治 様／技研化成株式会社

SE 論文

はじめての Delphi/400 プログラミング
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 と Excel との連携
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

連携で広がる Delphi/400 活用術
尾崎 浩司／システム事業部 システム 2 課

フォーム継承による効率向上開発手法
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

API を利用した出力待ち行列情報の取得方法
鶴巣 博行／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi テクニカルエッセンス Q&A 集
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JACi400 を使って RPG で Web 画面を制御する方法
松尾 悦郎／システム事業部 システム 2 課

あなたはプラインドタッチができますか？
福井 和彦／システム事業部 システム 1 課

Migaro. Technical Report
既刊号バックナンバー
電子版・書籍（紙）媒体で提供中 !
https://www.migaro.co.jp/contents/support/technical_report/

No.2　2009 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

JACi400 で 既存 Web サービスの内製化を実現
佐々木 仁志 様／株式会社ジャストオートリーシング

●ゴールド賞

.NET 環境での Delphi/400 の活用
福田 祐之 様／林兼コンピューター株式会社

●シルバー賞

5250 で動作する「中古車 在庫照会プログラム」の GUI 化 
佐久間 雄 様／株式会社ケーユー

●優秀賞

Delphi による 輸入システム「MISYS」の再構築
秦 榮禧 様／株式会社モトックス

Delphi/400 による 物流システムの再構築
仲井 学 様／西川リビング株式会社

Delphi/400 で開発し 3 台のオフコンを 1 台の IBM i へ統合
島根 英行 様／シルフ

SE 論文

JACi400 環境でマッシュアップ！ 
岩田 真和／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 を利用したはじめての Web 開発 
福岡 浩行／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 を使用した Web サービスアプリケーション 
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 によるネイティブ資産の応用活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

RPG でパフォーマンスを制御 
松尾 悦郎／システム事業部 システム 1 課

MKS Integrity を利用したシステム開発 
宮坂 優大・田村 洋一郎／システム事業部 システム 1 課
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No.3　2010年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

建物のクレーム情報管理システム「アフターサービス DB」
について
大橋 良之 様／東レ建設株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で「写真管理ソフト」と「スプールファイル
の PDF 化ソフト」を自社開発
寒河江 幸喜 様／日綜産業株式会社

●シルバー賞

Delphi/400 で鉄鋼受発注業務を統一し 鉄鋼 EDI も実現
柿本 直樹 様／合鐵産業株式会社

●優秀賞

Delphi/400 で EIS（Executive Information 
System）の高速化
小島 栄一 様／西川計測株式会社

イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携
仲井 学 様／西川リビング株式会社

Delphi/400 を使った取引先管理システム
大崎 貴昭 様／森定興商株式会社

SE 論文

Delphi/400 ローカルキャッシュ活用術
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 帳票開発ノウハウ公開
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 でドラッグ＆ドロップを制御
辻林 涼子／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 のモジュールバージョン管理手法
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400　Web からの PDF 出力
福井 和彦・清水 孝将／システム事業部システム 3 課・システム 2 課

Delphi/400 で Flash 動画の実装
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.4　2011年秋［創立20周年記念号］
お客様受賞論文　
●最優秀賞

全社の経費処理業務を効率化した「e 総務システム」 
鈴木 英明 様／阪和興業株式会社

●ゴールド賞

「Web 進捗管理システム」でリアルタイム性を実現 
堀内 一弘 様／エスケーロジ株式会社

●シルバー賞

「営業奨励金申請書」をたった 2 日間で開発 
簑島 宏明 様／株式会社ケーユーホールディングス

液体輸送における「配車支援システム」の構築
桂 哲 様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

グラフ活用リファレンス 
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Web サービスを利用して機能 UP ！ 
福井 和彦・畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

OpenOffice 実践活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

VCL for the Web 活用 TIPS 紹介
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 で JavaScript 活用 
清水 孝将／システム事業部 システム 1 課

jQuery 連携で機能拡張 
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.5　2012年秋［創刊5周年記念］
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

JC/400 による取引先との Web-EDI システム構築
久保田 佳裕 様／極東産機株式会社　

●ゴールド賞

Delphi と Excel を使用した帳票コストの削減
大久保 治高 様／合鐵産業株式会社

もっと見やすく、もっと使いやすい画面を
新谷 直正 様／株式会社アダル

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 で確認業務の効率化
為国 順子 様／ベネトンジャパン株式会社

取引先申請システムでの稟議書作成ワークフロー
大崎 貴昭 様／森定興商株式会社

Delphi/400 で IBM i のストアードプロシージャを利用
し、SQL 処理を高速化
島根 英行 様／シルフ

SE 論文

InstallAware を使った Delphi/400 運用環境の構築
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

カスタマイズコンポーネント入門 Delphi/400 開発効率
向上
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 スマートデバイスアプリケーション開発
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

DataSnap を使用した 3 層アプリケーション構築技法
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 でポップアップウィンドウの制御＆活用ノウハウ
清水 孝将・伊地知 聖貴／システム事業部 システム 1 課

【創刊5周年記念】

ミガロ.SE 座談会―お客様と共に歩む、お客様への熱い思い

No.6　2013年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

自社用開発フレームワークの構築
駒田 純也 様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で CTI 開発および関連機能組み込み 
仲井 正人 様／株式会社スマイル・ジャパン

●シルバー賞

IBM WebFacing から JC/400 への移行・リニューアル手法 
八木 秀樹 様／極東産機株式会社

Delphi/400 と Delphi を利用した IBM i 資源の有効活用
小山 祐二 様／澁谷工業株式会社

発注システムを VB から Delphi へ移植しリニューアル
川島 寛 様／株式会社タツミヤ

【部門2】

●優秀賞

5250 画面を使用せずに AS/400 スプールファイルをコ
ントロールする
白井 昌哉 様／太陽セメント工業株式会社

Delphi/400 を利用した 承認フロー導入による IT 内部統制構築 
塚本 圭一 様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

FastReport を使用した帳票作成入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

Delphi/400 で開発する 64bit アプリケーション
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web コンポーネントのカスタマイズ入門
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

Indy を利用したメール送信機能開発
辻野 健・前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows テキストファイル操作ノウハウ
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 Web アプリケーションのユーザー管理・メ
ニュー管理活用術
吉原 泰介・國元 裕二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

098-104-migaro_Back No_四.indd   100 2020/11/24   15:25



101

No.7　2014年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Delphi/400 による生産スケジューラの再構築
柿村 実 様／東洋佐々木ガラス株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 および Delphi を利用したオンライン個人別
メニューの構築
小山 祐二 様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

IBM i と Delphi/400 のコラボレーション　
新谷 直正 様／株式会社アダル

●シルバー賞

荷札発行システムリプレースについて
仲井 学 様／西川リビング株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 バージョンアップのためのクライアント環境
構築 
普入 弘 様／株式会社エイエステクノロジー 

●優秀賞

外出先からメールでリアルタイム在庫を問い合せ 
島根 英行 様／シルフ 

SE 論文

iOS/Android ネイティブアプリケーション入門
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

ファイル加工プログラミングテクニック
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

FastReport を使用した帳票作成テクニック
前坂 誠二／システム事業部

大量データ処理テクニック
佐田 雄一／システム事業部

スマートデバイス WEB アプリケーション入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課

No.8　2015年秋
お客様受賞論文
【部門1】
●最優秀賞

iPod Touch の業務利用開発と検証
石井 裕昭 様／豊鋼材工業株式会社

●ゴールド賞

ブランク加工図管理システムの構築
小山 祐二 様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

Delphi/400 でスプールファイル管理（WRKSPLF コマ
ンドの活用）
三好 誠 様／ユサコ株式会社

●シルバー賞

予算管理システムの構築 
川島 寛 様／株式会社タツミヤ

●シルバー賞

送状データ送信システムの Web 化について
仲井 学 様／西川リビング株式会社

【部門2】
●優秀賞

繰り返し DB 参照時の ClientDataSet の First 機能に
ついて
牛嶋 信之 様／株式会社佐賀鉄工所

●優秀賞

IBM i のカレンダーを基準に他のシステムを稼働 
福島 利昭 様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

フレームを利用した開発手法
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows タブレット用にカスタムソフトウェアキーボー
ドを実装
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

マルチスレッドを使用したレスポンスタイム向上
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Android アプリケーションの NFC 機能活用
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

スマートデバイス開発で役立つ画面拡張テクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.9　2016年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

IBM i の見える化で実現するアジャイル開発　 
吉岡 延泰 様／日本調理機株式会社社

●ゴールド賞

Windows Like 5250 への道のり
小山 祐二 様／澁谷工業株式会社

●シルバー賞

Delphi プログラム管理ソフトの開発　　
牛嶋 信之 様／株式会社佐賀鉄工所

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 を利用した定型業務の PDF 化
佐藤 岳 様／ライオン流通サービス株式会社

●優秀賞

ちょい足しモバイル
仲井 正人 様／株式会社スマイル・ジャパン

●優秀賞

AS/400 の受注データを Web で社員に公開
福島 利昭 様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

iOS モバイルアプリ開発のデザイニングテクニック
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

新データベースエンジン FireDAC を使ってみよう！
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

Delphi/400 最新プログラム文法の活用法
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

FastReport を活用した電子帳票作成テクニック
宮坂 優大／システム事業部 システム 1 課

Beacon 技術による IoT 活用の第一歩
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web & ハイブリッドアプリ開発で役立つ IBM i & ブラウ
ザデバッグテクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.10　2017年秋
Migaro.Technical Report 創刊 10 周年記念

パートナー様からの祝辞
武藤 和博 様／日本アイ・ビー・エム株式会社

藤井 等 様／エンバカデロ・テクノロジーズ日本法人

Serge Charbit 様／ SystemObjects Corporation

飯田 恭子 様／アイマガジン株式会社

お客様からの祝辞・お客様の声
石井 裕昭 様／豊鋼材工業株式会社

牛嶋 信之 様／株式会社佐賀鉄工所

大崎 貴昭 様／森定興商株式会社

川島 寛 様／株式会社タツミヤ

久保田 佳裕 様／極東産機株式会社

駒田 純也 様／ユサコ株式会社

小山 祐二 様／澁谷工業株式会社

寒河江 幸喜 様／日綜産業株式会社

佐々木 仁志 様／株式会社ジャストオートリーシング

佐藤 岳 様／ライオン流通サービス株式会社

白井 昌哉 様／太陽エコブロックス株式会社

仲井 学 様／西川リビング株式会社

福島 利昭 様／株式会社ランドコンピュータ

お客様座談会
石井 裕昭 様／豊鋼材工業株式会社

駒田 純也 様／ユサコ株式会社

寒河江 幸喜 様／日綜産業株式会社

仲井 学 様／西川リビング株式会社

上甲 將隆／株式会社ミガロ.

司会　飯田 恭子 様／アイマガジン株式会社
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お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

貸金庫と鍵のマッチング業務を Delphi/400 で実現
―文字認識データと基幹システムデータを統合
佐藤 正 様／株式会社富士精工本社

●ゴールド賞

Windows タブレット導入による工作部材料受入業務改革
小山 祐二 様／澁谷工業株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 を利用した各拠点 PING コマンド簡素化
松垣 秀昭 様／ライオン流通サービス株式会社

汎用的な帳票出力画面
牛嶋 信之 様／株式会社佐賀鉄工所

バーコードリーダー読み取り後、次の入力位置にカーソルを
自動遷移させる技術
上総 龍央 様／キョーラクシステムクリエート株式会社

IBM i のスプールファイル参照機能を Web で構築
福島 利昭 様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

デスクトップアプリケーション開発でも
役立つ FireMonkey 活用入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Delphi/400 バージョンアップに伴う文字コードの違いと
制御
宮坂 優大／システム事業部 システム 1 課

FastReport への効率的な帳票レイアウトコンバート
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

IBM i トリガー機能を活かしたセキュリティログ対応
八木沼 幸一／システム事業部 プロジェクト推進室

アプリケーションテザリングを利用した PC ＆モバイルア
プリケーション連携
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

SmartPad4i の運用で役立つ WEB サーバー機能
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.11　2018年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Excel テンプレートを使用した帳票出力機能の開発
駒田 純也 様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

SP4i の活用による製品検査チェックシステムの構築
八木 秀樹 様／極東産機株式会社

【部門2】

●優秀賞

配車支援システムを Delphi/400 で再構築
村上 稔明 様／ライオン流通サービス株式会社

一般シール受注入力業務の Delphi/400 化
寺西 健一 様／大阪シーリング印刷株式会社

Delphi/400 による無線ハンディターミナルのデータ集約
の仕組みの実装
寺西 健一 様／大阪シーリング印刷株式会社

SE 論文

OLE を利用した Excel 出力のパフォーマンス向上手法
薬師 尚之／システム事業部 システム 2 課

FireDAC 実践プログラミングテクニック
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

REST による Web サービスを活用した機能拡張テクニック
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Google Maps Platform を使用したアプリケーション
開発テクニック
福井 和彦・小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

RAD Server を使った新しい多層アプリケーション構築
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JC/400 から SP4i へのマイグレーションノウハウ
吉原 泰介・國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課
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No.12　2019年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Delphi/400 による電子帳簿保存法スキャナ保存制度への挑戦 
石井 裕昭 様／豊鋼材工業株式会社

●ゴールド賞

出荷業務従事者のモチベーションアップ大作戦−
Delphi/400 で基幹データの見える化
池田 純子 様／錦城護謨株式会社

●ゴールド賞

iPhone を利用した宝飾品の販売系システムを SP4i で構築
島本 佳昭 様／株式会社大月真珠

【部門2】

●優秀賞

SmartPad4i による、導入後の改修を意識した設計
西村 直也 様／株式会社ジャストオートリーシング

●優秀賞

Valence を使用した 温度・湿度ログ表示　
−サーバー室内温度・湿度変化の見える化−
中谷 佳史 様／株式会社保健科学西日本

●優秀賞

RPG ソースコードを Valence File Editor で改修
福島 利昭 様／株式会社ランドコンピュータ

特別寄稿論文
統合開発環境 Cobos のご紹介−
RPG・SP4i の効率的な開発に

SE 論文
IBM i データベースへの FTP 送信手法の紹介
田村 洋一郎・宮坂 優大・都地 奈津美／システム事業部 システム 1 課

FireMonkey の活用　カメラコンポーネントを使ったアプリ
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Subversion を使用した Delphi ソース管理
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

Enterprise Connectors を利用した
クラウド連携テクニック
佐田 雄一／ RAD 事業部 技術支援課

SmartPad4i のインターフェース機能拡張
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課

Valence App Builder　RPG 連携テクニック
尾崎 浩司／ RAD 事業部 技術支援課
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